
　 １月 ７日に東久留米駅西口ロータリーで ３年ぶりに消防団出初式を開催しました。当日は消防ポンプ車に
よるパレード入場から始まり、東京消防庁の音楽隊やカラーガーズ隊による演奏・演技、消防団による一斉
放水、東久留米消防少年団による放水演技などが行われました。
l防災防犯課☎０４２・４７０・７７６９

◀
出
初
式
の
様
子

l健康課保健サービス係☎０４２・４７７・００２２

　市では、 ４年 ４月 １日以降に出生したお子さんがいる世帯と ５年 １月
１日現在妊娠中の方を対象に、出産・子育て応援交付金として、出産・
子育てに必要なものの購入などに使用できるクーポンを支給します。
　対象となる方には、 １月３０日㈪以降順次申請書類を発送します。申請
書がお手元に届きましたら、必要事項を記入の上、健康課までご返送く
ださい。
クーポンの支給条件・ 金額
▼�５ 年 １ 月 １ 日現在、東久留米市に住民票がある方で次の条件に当ては
まる方
・�４ 年 ４ 月 １ 日～１２月３１日に出生したお子さんがいる世帯＝１０万円相当
のクーポンを支給
・�５ 年 １ 月 １ 日現在妊娠中の方で、マタニティ面談を受けた方＝ ５ 万円
相当のクーポンを支給
・�５ 年 １ 月 １ 日以降に出生したお子さんがいる世帯＝妊娠期にマタニテ
ィ面談を受けた方、赤ちゃん・産婦訪問を受けた方にそれぞれ ５万円
相当のクーポンを支給

i同交付金は、支給対象であり、かつ申請があった方にのみ支給します。
支給対象の方には個別に通知します。対象となった日（マタニティ面談
を受けた日および赤ちゃん・産婦訪問を受けた日）から通知の発送まで
には １～ ２カ月かかります。
申請方法申請書がお手元に届きましたら、必要書類を揃えて ３カ月以内
に返送してください。申請書類などの内容を審査の上、後日、支給決定
通知とクーポンを書留郵便でお送りします。
■「マタニティ面談」・「赤ちゃん・産婦訪問」とは
　「マタニティ面談」は、妊娠中の方ご本人と助産師などで行う面談で、
妊娠中のさまざまな不安や心配事を軽減し、安心して出産・子育てがで
きるようにすることを目的としています。
　「赤ちゃん・産婦訪問」は、生後 ４カ月未満のお子さ
んがいるすべてのご家庭を保健師・助産師が訪問し、
お子さんの体重をはかったり、体調や育児のご相談
などをお受けするものです。
　いずれも詳細は市nをご覧ください。

市出産・子育て応援交付金（伴走型支援一体型）事業市出産・子育て応援交付金（伴走型支援一体型）事業

出産・子育て応援交付金（クーポン）の支給が始まります出産・子育て応援交付金（クーポン）の支給が始まります 市n
（母子の面談・訪問）

市n
（交付金）

■永年勤続表彰
３５年永年勤続金子孝（第二分団）、野島和広（第二分団）、小山正則（第三分団）
３0年永年勤続並木隆（第一分団）、遠藤正明（第六分団）、秋田浩延（第六分団）、齋藤正人（第
八分団）
２５年永年勤続五十嵐正樹（第一分団）、黒須勉（第二分団）、小山知生（第三分団）、坂本和也
（第七分団）、河村辰昭（第八分団）、大山賢一（第九分団）
２0年永年勤続峯岸隆夫（第一分団）、小嶋啓之（第五分団）、江沢勝巳（第七分団）、松本敬道
（第七分団）、髙橋秀之（第八分団）、奥住弘明（第十分団）、奥住誠（第十分団）
１５年永年勤続岩崎裕彦（第二分団）、田中広樹（第五分団）、島﨑義治（第九分団）、工藤征暢
（第九分団）
１0年永年勤続小泉大輔（第一分団）、嶋田隆明（第四分団）、上野優太（第七分団）、山下雅章
（第八分団）、土堂進（第十分団）
■退団感謝状
市長感謝状西川嘉弘（前団長）
消防団長感謝状玉木努（元第一分団）、町田毅（元第二分団）、齋藤健（元第二分団）、篠宮武
博（元第四分団）、海老沢幸雄（元第四分団）、篠宮俊介（元第四分団）、小美野義一（元第四
分団）、久保研太（元第四分団）、住吉昭広（元第六分団）、貫井利行（元第六分団）、若林樹
龍（元第七分団）、島崎和弘（元第九分団）、安田一郎（元第九分団）、村野誠（元第十分団）、
奥住正晴（元第十分団）

表彰された方（敬称略）

　消防団出初式内で、永年にわたり地域防災に尽力さ
れた消防団員の功績に対し、市長および消防団長から
表彰状、感謝状が贈られました。

消防団員の表彰

表彰式の様子（消防団第五分団村田氏撮影）

消防団出初式を開催しました消防団出初式を開催しました

今号の主な内容
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2／1 号
・新型コロナウイルスワクチン関連情報…………… ２面

・市民税・都民税申告書の受付と確定申告書作成コーナーの開設… ３面

・体験型農園の利用者を募集します………………… ７面

・文化施設・スポーツ施設の利用者登録の更新手続きをお願いします… ９面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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毎月１日・１５日発行

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。



新型コロナウイルス感染症相談窓口〜まずは電話で相談を〜
新型コロナウイルスの感染が疑われる症状がある方の受診相談
※かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医に電話でご相談ください。
●�東京都発熱相談センター☎０３・５３２０・４５９２　☎０３・６２５８・5７８０
　同センター医療機関案内専用ダイヤル☎０３・５３２０・４３２７
　（いずれも２４時間、土曜・日曜日、祝日も受付）
●東京都多摩小平保健所☎０４２・４５０・３１１１
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前９時〜午後５時受付）

引き続き感染対策を意識し、人と
人との距離の確保、手洗い・咳エ
チケットなど、一人ひとりの感染
防止対策の徹底にご協力をお願い
します。

最新の市の新型コロ
ナウイルス関連情報
は、市nをご覧くだ
さい。

市
n

l市新型コロナワクチンコールセンター（市コールセンター）
　☎０４２・４２０・７１７７（土曜・日曜日、祝日を除く午前 ９時～午後 ５時受付）
　o０４２・４７７・００３３（聴覚に障害がある方などの相談）
　※詳細は市nをご覧ください。

市n 集団接種
予約サイト

新型コロナウイルス
ワクチン関連情報
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第
１
号
被
保
険
者
が
支
払

う
令
和
５
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
の
金
額
は
月
額
１
万

６
５
２
０
円
で
す
。
な
お
、

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
納
す

る
と
安
く
な
り
ま
す
。

現
金
納
付
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
る
納
付
書
で
納
め

ま
す
。
前
納
は
６
カ
月
・
１
年

・
２
年
の
他
、
任
意
の
月
か
ら

年
度
末
ま
た
は
翌
年
度
末
ま
で

の
分
を
前
納
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
年
金

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

支
払
い
は
金
融
機
関
・
郵
便
局

・
コ
ン
ビ
ニ
の
窓
口
な
ど
で
納

め
ら
れ
ま
す
が
、
３０
万
円
を
超

え
る
場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は

納
付
で
き
ま
せ
ん

口
座
振
替
口
座
振
替
に
す
る
と

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
前
納
は
１
カ
月（
早
割
）

・
６
カ
月
・
１
年
・
２
年
が
あ

り
ま
す
。
口
座
振
替
の「
２
年

前
納
」は
割
引
率
が
最
も
高
く

お
得
で
す
。
３
月
で
２０
歳
に
な

る
方
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

方
の
前
納
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
継
続
的
に
納

付
す
る
方
法
で
す
。
前
納
は
６

カ
月
・
１
年
・
２
年
が
あ
り
ま

す
。
前
納
し
た
場
合
の
割
引
率

は
現
金
納
付
と
同
じ
で
す

電
子
納
付
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ

ン
グ
な
ど
を
利
用
し
て
納
付

す
る
方
法
で
す
。
ご
利
用
の

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用

す
る
金
融
機
関
と
契
約
を
結

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
契
約

方
法
に
つ
い
て
は
、
ご
利
用

に
な
る
金
融
機
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
す

る
納
付
書
が
必
要
で
す
の
で
、

お
手
元
に
な
い
場
合
は
年
金

事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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１
４
１
１

国
民
年
金

だ
よ
り

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響
が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対し、 １世帯あたり ５万円を支給
しています（ １世帯 １回のみ）。確認書・申請書の提出期限は ２月２８日㈫（必着）
までです。期限を過ぎると給付金を受給できなくなりますので、対象となる世
帯でまだ提出されていない方は忘れずに提出してください。対象要件や申請書
の入手方法など、詳細は市nをご確認いただくか、市臨時特別給付金コールセンターにお問い
合わせください。
■支給対象世帯
①令和 ４年度住民税均等割非課税世帯
　�基準日（ ４年 ９月３０日）時点において世帯全員の令和 ４年度住民税均等割が非課税である世帯
　※次のような場合は対象外となります。
　・�世帯全員が、住民税が課税されている他の親族等の扶養を受けている場合（例＝「親〈課税〉
に扶養されている大学生〈非課税〉の単身世帯」や、「子〈課税〉に扶養されている両親〈非課
税〉の世帯」など）

　・�令和 ４年 ４月から就職し、親（課税）の扶養から外れた新社会人（非課税）の単身世帯
　・租税条約による住民税の免除を届け出ている方がいる場合
　※�対象と思われる世帯には「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給要件確認書」
を、対象かどうか分からない（課税状況が不明な方が世帯にいるなど）世帯には申請につい
てのご案内を送付済みです。申請が必要な世帯については、ご自身で対象要件を確認し、
申請が必要です。

②家計急変世帯
　�予期せず ４年 １月～１２月までの家計が急変し、同一世帯に属する方全員が①の世帯と同様の
事情にあると認められる世帯
　※次の理由などによる減収は予期しない減収の要件に該当しません。
　・定年退職、自己都合退職による減収　・年金が支給されない月の減収
　・事業活動に季節性があるもの等の通常収入を得られる時期以外の減収　など
■給付額
１ 世帯当たり ５万円（ １世帯 １回限り。①・②の重複受給はできません）
■提出書類送付先
〒２０３−８５５５、東久留米市本町 ３− ３− １、臨時特別給付金担当
※住民税非課税世帯か家計急変世帯のどちらでの申請書類かを明記してお送りください。

「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（５万円）」
確認書・申請書の提出期限が迫っています

市n

l市臨時特別給付金コールセンター☎０４２・４７０・７８６３

　
４
年
１２
月
開
催
の

令
和
４
年
第
４
回
定

例
会
に
お
い
て
、
国

の
法
改
正
に
伴
う
個

人
情
報
保
護
に
関
す

る
条
例
案
や
地
方
公

務
員
の
定
年
延
長
に

か
か
る
条
例
案
等
を

上
程
す
る
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
関
わ
る
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
補
正
予
算

を
編
成
し
、
ご
議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
と
し
て
、
ま
ず
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
や
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
直
面
す
る
ひ
と

り
親
世
帯
等
に
対
し
て
、
市
独
自
で
対
象
者
を
拡
大
し
、

こ
れ
ま
で
国
の
給
付
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
世
帯
へ

も
５
万
円
の
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
時
、
市
内
指
定
避
難
所
や
医
療
救
護
所
へ

ポ
ー
タ
ブ
ル
充
電
池
及
び
可
動
式
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
熱
者
が
出
た
場
合
の
専
用
ス

ペ
ー
ス
に
も
必
要
な
照
明
等
を
確
保
す
る
よ
う
、
感
染

症
流
行
下
を
想
定
し
た
対
応
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
、
返
礼
品
の
調
達
等
の
た
め
の
増
額
補
正
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
よ
り
返
礼
品
に
追
加
さ
れ

た「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｗ
Ａ
の
リ
ー
ル
」へ
の
申
し
込
み
が
増
加
し

た
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
り
ま
す（
４
年
１２
月
末
時
点

で
昨
年
の
約
５５
倍
も
の
納
税
額
増
加
と
な
り
ま
し
た
）。

　
私
自
身
、
昨
年
末
に
市
内
企
業
訪
問
と
し
て
、「
Ｄ
Ａ

Ｉ
Ｗ
Ａ
の
リ
ー
ル
」を
製
造
し
て
い
る
世
界
的
釣
り
具

メ
ー
カ
ー
の
グ
ロ
ー
ブ
ラ
イ
ド
株
式
会
社
へ
伺
い
、
工

場
視
察
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
案
内
い
た
だ

い
た
社
員
の
方
々
か
ら
は
、
仕
事
に
対
す
る
熱
意
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
し
、
確
か
な
技
術
力
も
間
近
で
拝
見

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し

た
。
東
久
留
米
に
本
社
を
移
転
さ
れ
て
か
ら
６３
年
、
こ

れ
ま
で
も
放
課
後
子
供
教
室
で
の
学
び
の
場
を
ご
提
供

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
前
述
の
と
お
り
昨
年
か
ら

は
ふ
る
さ
と
納
税
で
リ
ー
ル
を
返
礼
品
と
し
て
出
品
し

て
い
た
だ
き
大
好
評
。
大
幅
な
増
収
に
ご
貢
献
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
ブ
ラ
イ
ド
株
式
会
社
に
も
引
き
続
き
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
返
礼
品
を

ご
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
市
内
の
多
く
の
事
業
所

と
も
連
携
し
、
今
後
も
市
の
魅
力
発
信
と
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

市長

至誠
　通天

てんつう

せいし

　 ２回目・ ３回目・ ４回目の接種を ４年１１月 １ 日～１５日に行った方への ３回
目・ ４回目・ ５回目の接種券は ５年 ２月 ８日㈬に発送予定です。接種券の到
着まで １週間程度かかることがあります。
※�オミクロン株対応ワクチンは ３回目以降の接種となる方を対象に １人 １回
のみ接種が可能です。接種が完了した方には次回の接種券は送付されません。

　予約の空きがある場合は、随時予約を受け付けています。会場と時間は各
日程ともイオンホール、わくわく健康プラザで、正午～午後 ５時です。

※�イオンホールはイオンモール東久留米 ２階（南沢 ５−１７−６２）です。接種に
関するお問い合わせはイオンでは受け付けていません。

① ２月１８日㈯　② ２月１９日㈰　③ ２月２５日㈯　④ ２月２６日㈰

◆接種券の発送（１２歳以上の方） ★予約受付中の集団接種日（オミクロン株対応）
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール



市

民

生

活

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

健
康
保
険
証
利
用
登
録

を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、
左
表
の
会
場
・
日
時
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
利
用
登
録
支
援
を
行
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
や

公
金
受
取
口
座
の
登
録
な
ど
も

支
援
し
ま
す
。ま
た
、左
表
の
会

場
・
日
時
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
登
録

を
し
た
方
に
は
、
同
連
合
か
ら

ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

h
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
顔

写
真
付
き
）・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の
４
桁

の
暗
証
番
号（
有
効
期
限
切
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　
※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し

込
み
を
ご
希
望
の
方
は
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
が
受
け
取
れ
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

の
Ｉ
Ｄ
お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

コ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
※
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を

ご
希
望
の
方
は
、
本
人
名
義
の

通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

i
▼
会
場
へ
の
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の

有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
住

民
票
が
あ
る
市
区
町
村
の
窓
口

で
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い

k
当
日
会
場
で

l
同
連
合
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
☎
０
１
２
０
・
０
０
５
・
５

３
７（
３
月
１０
日
㈮
ま
で
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

子
ど
も

と
教
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
有
償
の
子
育
て

助
け
合
い
事
業
で
す
。
地
域
の

協
力
者
が
お
子
さ
ん
の
預
か
り

や
送
迎
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

協
力
者
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
事
業
説
明
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い（
利
用
者
・
協

力
者
合
同
）。

a
①
２
月
２０
日
㈪
②
３
月
８
日

㈬
、
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
か
ら

３０
分
程
度

b
①
市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室（
市

役
所
１
階
）②
わ
く
わ
く
健
康

プ
ラ
ザ
２
階
社
協
会
議
室

f
先
着
１０
人（
事
前
予
約
制
）

h
事
前
送
付
資
料
、
入
会
希
望

者（
保
護
者
）の
顔
写
真
、
本
人

確
認
書
類（
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
な
ど
）

j
お
子
さ
ん
の
同
席
可（
保
育

な
し
）

k
l
電
話（
☎
０４２
・
４
７
５
・

３
２
９
４
）ま
た
は
直
接
同
セ

ン
タ
ー
で

	

（
４
面
へ
続
く
）

表　　会場・日時
会場 日にち 対応時間

わくわく健康プラザ
体育室

２月６日㈪ 午後０時半～５時
２月７日㈫・
８日㈬ 午前９時半～午後５時

２月９日㈭ 午前９時半～午後２時
東部地域センター
１階講習室

２月１３日㈪ 午後０時半～５時
２月１４日㈫ 午前９時半～午後２時

南部地域センター
２階講習室

２月１７日㈮ 午後０時半～５時
２月１８日㈯ 午前９時半～午後５時
２月１９日㈰ 午前９時半～午後２時

※各日終了時刻１時間前に受付締め切り。

　申告が必要か不要かを右表１でご確認の上、必要な方は申告のご準
備をお願いします。
a２月１６日㈭～３月１５日㈬（土曜・日曜日、祝日を除く）の午前８時
半～午後３時半（提出のみは午後５時まで）
b市役所２階特設会場
h▼申告書
　▼�個人番号確認書類（通知カードなど）および本人確認書類（免許証、
パスポート、健康保険証など）

　　※�マイナンバー（個人番号）カードをお持ちの方は、同カードのみ
で可。

　▼�収入金額を確認できる書類（令和４年分源泉徴収票など）
　▼�控除証明書類（例＝生命保険料の控除証明書、地震保険料などの
支払証明、障害者手帳、要介護の方は「障害者控除対象者認定書」、
勤労学生の方は在学証明または学生証、医療費控除の明細書など）

　　※�医療費控除は、領収書では控除を受けられないため、医療費控
除の明細書の作成と合計額の計算を行ってください。

i所得税の還付を受けるためには、市民税・都民税申告ではなく、税
務署へ確定申告をする必要があります。市役所では次の手続きを受け
付けています
・�申告書記入済みで提出のみの方
　　確定申告書の記入方法などは東村山税務署にご相談ください。
・�確定申告書作成コーナーをご利用の方
　　�下表２で「〇」となっている内容が利用できます。また、作成コー
ナーは混雑回避のため、入場制限を行います。状況によっては当
日入場できない場合があります。

市民税・ 都民税申告書の取得方法
・�市nからダウンロード（郵送での提出にご協力ください）
・�市役所、上の原・ひばりが丘・滝山の各連絡所、東部地域センター、
わくわく健康プラザで配布（確定申告書の配布もありますが、数に
限りがあります。国税庁nからの印刷もご利用ください）

□勤務先から市役所に給与支払報告書が提出されていない
□収入がなく（遺族年金や障害年金、失業手当などの非課税収入のみ
も含む）、東久留米市内に居住する人の税法上の扶養親族となって
いない
※国民健康保険税などの算定資料となるため、収入がないことをご申告ください。

□確定申告は不要であるが、給与や公的年金以外の収入や追加する控
除がある

申告書は３月15日㈬までにご提出く
ださい。市nから印刷可。郵送での提
出にご協力ください。

※収入がない方は、市内在住の親族が
あなたを扶養親族として申告（また
は年末調整）しているか必ず確認し
てください。

表１　市民税・都民税申告＆所得税確定申告チェック表

令和５年１月１日に東久留米市に住んでいた

１つも当てはまらない１つ以上当てはまる

１つ以上当てはまる

１月１日に住んでいた
市区町村にご確認ください

市民税・都民税
申告が必要です

市民税・都民税申告および
所得税確定申告は不要です

給与収入
□年末調整済みの給与収入があり、それ以外の所得が20万円を超えている
□年末調整をしていない給与収入がある
　（例：中途退職で再就職をしていない方、２カ所以上から給与の支払いを受け
ている方、給与収入が2,000万円を超える方など）

□給与の源泉徴収票に含まれていない控除を追加し、所得税の還付を受ける
（★）

年金収入
□公的年金等の収入が400万円を超えている
□公的年金等の収入が400万円以下でそれ以外の所得が20万円を超えている
□公的年金の源泉徴収票に含まれていない控除を追加し、所得税の還付を受ける
（★）

その他収入
□土地・建物などの譲渡所得や生命保険の満期返戻金などの一時所得がある
□事業所得や不動産所得などがあり、所得税の納付または予定納税、源泉徴収に
係る所得税の還付を受ける（★）

□純損失または雑損失が生じ、その繰越控除などを受ける

市役所
へ

１つも当てはまらない

スタート
当てはまらない

当てはまる

所得税の確定申告が原則必要です
税務署
へ

詳細は、国税庁nをご覧いただくか、東村山税務署へお問い合わせください。
※ご自宅で作成し、郵送や電子送信で提出できます。
l東村山税務署個人課税部門（東村山市本町１-20-22）
　☎042・394・6811（代）
※東村山税務署確定申告書作成会場は土曜・日曜日・祝日を除く１月23日㈪～３月15日
㈬に開設。
※２月19日㈰・26日㈰に限り、確定申告の相談および申告の受け付けを行います。
★公的年金収入のみの方が医療費控除を追加する場合など、ほとんどの所得税の還付申
告は、３月16日㈭以降でも税務署で申告可能です。ただし、繰越損失の申告、株式
譲渡が関わる申告、青色申告などで３月15日㈬までの提出が必須となる還付申告も
ありますので、あらかじめ税務署にご確認ください。
◎収入が給与・年金のみの場合、市役所で開設する確定申告書作成コーナーをご利用い
ただけます。詳しくは左表２をご確認ください。

l課税課☎０４２・４７０・７７７７（内線２３３３〜２３３７）市民税・都民税申告書の受付と確定申告書作成コーナーの開設

表２　確定申告書作成コーナーのご利用可否
申告の内容 作成コーナーのご利用可否

所
得
関
係

給与 ○ 源泉徴収票が必要です。

雑
年金（公的年金・個人年金） 〇

源泉徴収票等が必要です。
※�支払年金額等のお知らせで「一時所得」に区分
されている個人年金（満期保険金の受け取り
など）の申告はご利用できません。

その他雑（報酬・講演料等） × 東村山税務署にご相談ください。
上記以外の所得（事業・不動産・	
配当・一時・退職・分離など） × 東村山税務署にご相談ください。

控
除
関
係

医療費控除 ○ 「医療費控除の明細書」の作成・計算はご自身でお済ませください。

社会保険料控除 ○
国民年金保険料と国民年金基金の掛金は控除証
明書が必要です。国保・介護等納付済金額につ
いてはご自身で確認ください。

生命保険料控除、地震保険料控除
○

控除証明書が必要です。
※�ワンストップ特例を申請している場合は、必
ず寄附金控除を追加してください。寄附金控除

住宅ローン控
除

１年目 × 東村山税務署にご相談ください。

２年目～※連帯債務
を除く ○

「年末調整のための（特定増改築等）住宅借入金
等控除証明書」および「住宅ローン年末残高証明
書」が必要です。

そ
の
他

特殊な申告（雑損控除、災害減免、
外国税額控除、住宅耐震改修など） × 東村山税務署にご相談ください。
令和４年分以外の申告・準確定申告

市
n

国
税
庁
n

（
確
定
申
告
書

様
式
等
）

国
税
庁
n

（
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。

5．2．1 3
市民生活 子どもと教育



（
３
面
か
ら
続
く
）

２
月
は
児
童
手
当
な
ど

の
定
例
払
月
で
す

　
４
年
１０
月
～
５
年
１
月
分
の

手
当
を
指
定
預
金
口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
。

振
込
予
定
日
▼
児
童
手
当
＝
２

月
１０
日
㈮
▼
児
童
育
成
手
当
＝

２
月
１３
日
㈪
▼
ひ
と
り
親
家
庭

住
宅
手
当
＝
２
月
１５
日
㈬

　
※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

認
可
保
育
施
設
の
４
月
入

所（
２
次
）申
請
受
け
付
け

受
付
期
間
２
月
９
日
㈭
～
１７
日

㈮（
必
着
）

２
次
受
け
入
れ
予
定
数
２
月
７

日
㈫
に
子
育
て
支
援
課
窓
口
お

よ
び
市
n
で
公
開
予
定

e
新
た
に
保
育
園
な
ど
に
入
所

を
希
望
す
る
方
、
５
年
度
４
月

か
ら
転
所
を
希
望
す
る
方

i
▼
４
年
度
の
入
所
申
請
を
し

て
い
る
方
も
、
５
年
度
４
月
か

ら
の
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
ず
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い

▼
５
年
度
４
月
１
次
入
所
申
請

し
、
入
所
内
定
保
留
と
な
っ
た

方
が
希
望
施
設
を
変
更
し
た
い

場
合
も
、
受
付
期
間
中
に
受
け

付
け
ま
す

申
請
受
付
方
法
①
郵
送（
〒
２０３

−

８
５
５
５
、
市
役
所
子
育
て

支
援
課
保
育・幼
稚
園
係
宛
て
）

②
市
役
所
２
階
子
育
て
支
援
課

設
置
ポ
ス
ト
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
用
し
た
電
子
申
請

④
窓
口（
予
約
不
要
、
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時〈
正
午
～
午

後
１
時
と
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
〉）

　
※
m
、
o
申
し
込
み
不
可
。

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

４
５

市n（空き状況）

市n（二次申請
受付）

認
可
外
保
育
施
設
の
案
内

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
直

接
各
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

施
設
概
要
▼
認
証
保
育
所
＝
大

都
市
特
有
の
多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
応
え
る
た
め
に
、

都
が
独
自
の
基
準
を
設
け
て
認

証
し
た
保
育
所
▼
企
業
主
導
型

保
育
施
設
＝
働
き
方
に
応
じ
た

多
様
で
柔
軟
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
、
内
閣
府
の
定
め

る
基
準
を
満
た
し
た
施
設

l
子
育
て
支
援
課
施
設
給
付
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
４
５

表　認可外保育施設一覧
名称 所在地 電話番号 対象年齢 定員

東
京
都
認
証

保
育
所
Ａ
型

東久留米プチ・クレイシュ 東本町１５−２、ブランシール第３東
久留米１階 ０４２・４７５・０７７０ ０～５歳児 ３０人

ぽけっとランド南沢 南沢５−１７−６２、イオンモール内 ０４２・４５１・７１３８ ０～５歳児 ４０人

企
業
主
導
型

保
育
施
設

BunBun保育園 本町３−９−１、日神パレステージ
１０２−２ ０４２・４７２・４１１３ ０～２歳児 １２人

BunBun保育園Ⅱ 幸町３−２−３ ０４２・４７９・４１１５ ０～５歳児 ３０人

　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁が主催する中学生「税についての作文」と、東村山間税会
が主催する中学生「税の標語」の表彰がありました。
　税についての作文には市内 ６ 中学校から５５８編の応募があり、１０人が入賞しました。また、
中央中学校に感謝状が授与されました。
　税の標語には市内 ６中学校から１，７２９編の応募があり、１１人が入賞しました。
　各受賞作品は、２月 ３日㈮午後 ２時～ ６日㈪午前１１時に市役所 １階屋内ひろばで展示します。
　入賞者は次の通りです（敬称略）。
■「税についての作文」入賞者
　�▼東久留米市長賞＝永井萌花（南中学校 ３年）▼東久留米市教育委員会教育長賞＝稲田わか
ば（中央中学校 ３年）▼東久留米市租税教育推進協議会会長賞＝名倉旺佑（大門中学校 ３年）
▼東京都立川都税事務所長賞＝宇津木莉子（東中学校 ３年）▼東京国税局管内納税貯蓄組合
連合会優秀賞＝藤中花音（久留米中学校 ３年）▼東京納税貯蓄組合総連合会会長賞＝有松怜
花（大門中学校 ３年）▼多摩武蔵納税貯蓄組合連合会会長賞＝齋藤涼子（久留米中学校 ３年）
▼一般社団法人東村山青色申告会会長賞＝岩井凛和（下里中学校 ３年）▼公益社団法人東村
山法人会会長賞＝小野寺陽斗（中央中学校 ３年）▼東京税理士会東村山支部支部長賞＝藤岡
悠良（南中学校 ３年）▼多摩武蔵納税貯蓄組合連合会会長感謝状＝中央中学校
■「税の標語」入賞者
　�▼東久留米市長賞＝蟻坂咲楽（中央中学校 ３年）▼東久留米市教育委員会教育長賞＝阿部翔
真（東中学校 ３年）▼東村山税務署長賞＝一條麻緒（南中学校 ３年）▼東京都立川都税事務所
長賞＝戸奈尾晴生（久留米中学校 ３ 年）▼東久留米市商工会会長賞＝柳下絢音（久留米中学
校 ３ 年）▼東村山間税会会長賞＝辻孝太郎（東中学校 ３ 年）▼東京国税局間税会連合会入選
＝市古祥暉（久留米中学校 ３年）、近藤夏帆（西中学校 ３年）▼一般社団法人東村山青色申告
会会長賞＝島田和奈佳（中央中学校 ３ 年）▼公益社団法人東村山法人会会長賞＝栗山華歩
（西中学校 ３年）▼東京税理士会東村山支部支部長賞＝安藝百萌花（南中学校 ３年）

「税についての作文」入賞者の皆さん

「税の標語」入賞者の皆さん

l納税課☎０４２・４７０・7729中学生の「税についての作文」・「税の標語」の表彰中学生の「税についての作文」・「税の標語」の表彰

税
に
つ
い
て
の
作
文

税
に
つ
い
て
の
作
文

【
東
久
留
米
市
長
賞
】

「
世
界
を
助
け
る
税
金
」

　
南
中
学
校
三
年

     





永
井　
萌
花

　
税
と
い
う
言
葉
を
き
い

て
よ
い
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か

ぶ
人
よ
り
も
、
悪
い
イ
メ

ー
ジ
が
浮
か
ぶ
人
の
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
、
私
は
作
文
を
書
く
の

に
あ
た
り
税
に
つ
い
て
調

べ
税
に
よ
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
ま
し
た
。

　
日
本
の
歳
出
額
の
内
訳

に
は
、
経
済
協
力
費
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
開
発
途
上
国
の
経

済
援
助
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
税
金
の
使

い
方
に
、
日
本
は
借
金
が

沢
山
あ
る
の
に
な
ぜ
外
国

の
援
助
を
し
て
い
る
の

か
、
も
っ
と
違
う
こ
と
に

使
っ
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
確
か

に
、
日
本
の
借
金
は
増
え

続
け
て
い
て
解
決
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
大
き
な
問

題
で
す
。
で
す
が
、
こ
の

意
見
は
間
違
っ
て
い
ま

す
。
経
済
協
力
費
は
多
く

の
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
お

り
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

　
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦

争
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
日
本
政
府
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
そ
の
周
辺
国
に
対

し
て
、
一
億
ド
ル
の
人
道

支
援
を
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
日
本

の
国
会
で
オ
ン
ラ
イ
ン
演

説
を
お
こ
な
い
、「
日
本
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
お
互
い
の

自
由
を
感
じ
る
気
持
ち
に

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
が
す
ぐ
に
援
助
の
手
を

差
し
伸
べ
て
く
れ
た
こ
と

に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
」と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
納

め
た
税
金
が
こ
の
よ
う
に

世
界
で
役
立
っ
て
い
る
、

人
助
け
が
で
き
て
い
る
と

実
感
す
る
と
税
へ
の
イ
メ

ー
ジ
が
変
わ
り
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

感
謝
の
気
持
ち
を
し
っ
か

り
も
ら
う
と
ま
た
助
け
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
私
は
こ
の
税

金
の
使
い
方
は
、
誰
も
が

納
得
す
る
使
い
方
だ
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
協
力
費
が

必
要
な
理
由
を
も
う
一
つ

あ
げ
る
と
す
る
と
日
本
が

外
国
に
沢
山
助
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
、
日
本
全
国
で
は

食
料
を
は
じ
め
と
す
る
あ

ら
ゆ
る
物
資
が
不
足
し

て
、
国
民
は
激
し
い
困
窮

状
態
に
陥
り
ま
し
た
。
餓

死
者
が
月
に
数
十
人
と
い

う
ま
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

食
料・医
薬
品・衣
料
・
学

用
品
な
ど
の
大
量
の
救
援

物
資
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
救
援
物
資
を
受
け
取

っ
た
の
は
、
約
千
四
百
万

人
の
人
で
当
時
の
日
本
の

総
人
口
の
約
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
、
つ
ま
り
六
人
に
一

人
が
こ
の
救
援
物
資
を
受

け
取
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本

の
多
く
の
人
が
ア
メ
リ
カ

に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
他

に
も
、
日
本
は
多
く
の
国

に
今
で
も
助
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
自
分
の

国
だ
け
に
税
を
使
う
と
い

う
考
え
は
、
身
勝
手
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

経
済
協
力
費
は
、
必
要
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
今
、
消
費
税
し
か

納
め
て
い
ま
せ
ん
。
な
の

で
、
外
国
へ
少
し
の
支
援

し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
大
人
に
な
っ
た

ら
し
っ
か
り
と
色
々
な
税

を
納
め
沢
山
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
今
ま
で
の
恩
返
し
も

し
た
い
で
す
。

中
央
中
学
校
三
年　
蟻
坂　
咲
楽

「
支
え
よ
う

 
 
 
 
 

私
た
ち
の
暮
ら
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

税
金
で
」

【
東
久
留
米
市
長
賞
】

税

の

標

語

税

の

標

語
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

子どもと教育



住
環
境

Ｊ
ア
ラ
ー
ト 

全
国
一
斉
伝
達
試
験

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）の
全
国
一
斉
伝

達
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

a
２
月
１５
日
㈬
午
前
１１
時
頃

c
防
災
行
政
無
線
か
ら「
こ
れ

は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
試
験
で
す
」

と
の
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す

l
防
災
防
犯
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
６
９

電
気
火
災
が 

多
発
し
て
い
ま
す

　
電
気
火
災
と
は
、
電
気
製
品
、

電
気
配
線
に
関
す
る
火
災
の
こ

と
で
す
。
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
電
気

製
品
を
使
う
こ
と
が
増
え
た
た

め
、
住
宅
で
の
電
気
火
災
が
増

え
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
清
掃

と
使
用
状
況
の
確
認
で
、
電
気

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

発
生
例
▼
コ
ン
セ
ン
ト
と
差
し

込
み
プ
ラ
グ
と
の
隙
間
に
つ
い

た
ほ
こ
り
が
湿
気
を
帯
び
て
通

電
し
た
結
果
、
発
火
す
る
火
災

▼
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
な
ど
に
複

数
の
電
気
製
品
を
接
続
し
、
容

量
を
超
え
て
使
用
す
る
こ
と
で

コ
ー
ド
や
プ
ラ
グ
が
過
熱
し
て

発
火
す
る
火
災
▼
コ
ー
ド
内
部

の
電
線
の
一
部
が
断
線
す
る
こ

と
に
よ
り
発
熱
し
て
発
火
す
る

火
災
▼
コ
ー
ド
を
束
ね
る
こ
と

で
、
束
ね
た
部
分
に
熱
が
こ
も

っ
て
発
火
す
る
火
災

防
止
策
▼
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
を

小
ま
め
に
掃
除
し
、
必
要
な
い

プ
ラ
グ
は
抜
き
、
た
こ
足
配
線

を
し
な
い
▼
重
い
家
具
な
ど
で
、

コ
ー
ド
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
す

る
▼
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
り
、

束
ね
て
使
わ
な
い

l
東
久
留
米
消
防
署
防
災
安
全

係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９

◎
東
京
消
防
庁
公
式
ア
プ
リ

　
消
防
や
救
急

の
知
り
た
い
情

報
を
入
手
で
き

ま
す
。安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
講
演
会

　
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
で
は
、
市
内
で
被

害
の
多
発
し
て
い
る
特
殊
詐
欺

や
、
大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
自
転
車
の
危
険
運
転
に
重

点
を
置
き
、
少
し
で
も
被
害
を

防
ぐ
た
め
、「
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
講
演
会
」を
開
催
し
ま

す
。

a
２
月
１４
日
㈫
午
後
１
時
半
～

３
時
半
頃（
１
時
か
ら
受
付
）

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

c
d
▼
自
転
車
の
安
全
・
安
心

な
乗
り
方
＝
田
無
警
察
署
交
通

課
▼
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防

止
＝
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
▼
東

久
留
米
市
で
最
近
気
に
な
る
犯

罪
者
＝
田
無
警
察
署
生
活
安
全

課
▼
劇
団
員
に
よ
る
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
公
演
＝
都
生
活
文
化

ス
ポ
ー
ツ
局
都
民
安
全
推
進
部

治
安
対
策
課

f
先
着
１
０
０
人

j
手
話
通
訳
あ
り

k
当
日
会
場
で

l
防
災
防
犯
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
６
９

お
知
ら
せ

児
童
館
の
指
定
管
理
者

が
決
定
し
ま
し
た

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら

と
中
央
児
童
館
の
２
館
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

で
の
審
査
・
選
定
お
よ
び
４
年

１２
月
２１
日
の
市
議
会
で
の
議
決

を
経
て
、
同
館
の
指
定
管
理
者

を
指
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
設
置
施
設
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
、
中
央
児

童
館

指
定
管
理
者
株
式
会
社
明
日
葉

（
港
区
芝
４

−

１３

−

３
、
Ｐ
Ｍ

Ｏ
田
町
東
１０
階
）

指
定
期
間
５
年
４
月
１
日
～
１０

年
３
月
３１
日

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

指
定
管
理
者 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

　
市
で
は
、
公
の
施
設
管
理
に

つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者

に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
履
行

に
関
し
、
条
例
・
規
則
お
よ
び

協
定
な
ど
に
従
い
、
適
切
か
つ

確
実
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
、
指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
４
年
度
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

閲
覧
場
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
中
央
・
滝
山

・
東
部
・
ひ
ば

り
が
丘
の
各
図

書
館
、
市
n
で

ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

l
行
政
経
営
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
０
４

	

（
６
面
へ
続
く
）

同アプリn

市n

正しく愛情を持って終生飼育を
　ペットは、共に暮らし心を通い合わせられる
命ある存在です。動物への虐待、ペットの遺棄
は法律で罰せられます（ ５ 年以下の懲役または
５００万円以下の罰金）。また、誤った飼い方は近隣
の方とのトラブルが生じる原因にもなります。
飼い主は責任と愛情を持って終生飼育しましょう。

身元の表示
　迷子になったペットが飼い主のもとに戻れな
いケースは少なくありません。飼い主の責任の
所在を明らかにし、迷子のペットの発見を容易
にするためにも、犬には鑑札を着け、猫やその
他のペットには名札などを着けましょう。マイ
クロチップの装着も効果的です。

災害に備える
　災害が発生し、家が壊れたりして避難が必要
なときは、事情の許す限り動物を同行して避難
してください。普段から「人や他の動物を怖が
らない」「嫌がらずにケージに入る」「トイレは決
められた場所でする」などのしつけをしておき
ましょう。動物のための防災用品（１０日以上の
食事と水など）も用意しておきましょう。また、
あらかじめ、防災マップなどで避難場所などを
確認しておきましょう。
　市ではペットの防災についてパンフレットを
作成しています。環境政策課（市役所 ５階）で配
布している他、市nからご覧いただけます。

鳴き声に注意を
　犬の鳴き声について、飼い主は
気にならなくても、不快に感じる
方はいます。犬が鳴くときは必ず原因がありま
す。原因を取り除く工夫をし、近隣の迷惑にな
らないようにしましょう。
散歩時のルール
　犬の散歩時には必ずリード（引き綱）でつなぎ、
ペットの動きを制御できるように短く持ちまし
ょう（散歩時にリードから放すことは都の条例
で禁止されています）。小型犬でも恐怖を感じ
る人がいます。迷子犬は警察署や動物愛護相談

センターに保護され、飼い主が見つからないと
動物愛護相談センターに収容されます。
　早朝や深夜の散歩時に大声で話をしたり、道
路いっぱいに広がって散歩をすると、周囲に迷
惑が掛かります。交通ルールなどを守って、ペ
ットも飼い主さんも安全に散歩をしましょう。
また、ペットのおしっこはすぐに水で流し、ふ
んは持ち帰りましょう。市では、「東久留米市ポ
イ捨て等の防止及び路上喫煙の規制に関する条
例」で飼い犬などのふんを放置することを市内
全域で禁止しています。
　自宅内でもトイレが出来るようにすることで、
雨の日など散歩に行けない時に排泄を我慢する
ことがなくなります。

の飼育の注意点犬犬

猫の飼育は屋内で
　最近の交通・住宅事情を考え
ると、猫の飼育は屋内が望ましいといえます。
猫は家具などを利用して上下運動ができる環境
があれば、家の中で飼うことができます。専用
トイレ、つめとぎなども用意しましょう。また、
猫は年 ２～ ３回出産し、すぐに増えてしまいま
す。望まない猫の繁殖を防ぐためにも、不妊・
去勢手術をしましょう。手術をすることで、性
格が穏やかになり、生殖器などの病気になる心
配も少なくなります。

飼い主のいない猫
　飼い主のいない猫（野良猫）に、不妊・去勢手
術をせずに餌だけ与えていると、猫はどんどん
増えてしまいます。餌を与えている方は、次の
ことを心がけ、愛情と責任をもって猫に接しま
しょう。
①今以上に猫が増えすぎないよう不妊・去勢手
術をしましょう。
②置き餌をせず、食べ残しは片付け、いつも清
潔にしましょう。
③ふんがあればすぐに始末しましょう。
④近所の人たちとコミュニケーションをとり、
地域から理解が得られる努力をしましょう。

の飼育の注意点猫猫

l環境政策課☎︎042・４７０・７７５３

ペットの飼い主の皆さんへ

飼育マナーとルールの確認を
　ペットは私たちの生活に癒しや安らぎを与えてくれる大切な存在です。しか
し、一部の飼い主の無責任な行動などから、市には、犬や猫の飼育マナーなど
について寄せられる相談が後を絶ちません。相談の多くは、飼い主のマナー次
第で解決するものです。飼育マナーとルールの確認をお願いします。 市n

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した方などは、申請
により、国民健康保険税・介護保険料の減免が受けられる場合があります。
対象同感染症の影響で収入が減少したなどの事情により、国民健康保険税
・介護保険料の納付が困難であると認められる世帯または被保険者
　※この他、所得状況などにより減免対象となる要件があります。
減免対象令和 ４年度分の国民健康保険税・介護保険料で、 ４年 ４月 １日～
５ 年 ３ 月３１日の間に普通徴収の納期限（特別徴収の場合は天引きとなる年
金の支払日）が設定されているものの全部または一部

　※�５ 年 ４ 月以降に納期限が設定されているものは対象外です。 ３年度以
前分については別途お問い合わせください。

申請期限 ３ 月３１日㈮（必着）
　期限までに申請がない場合、減免は受けられませんのでご注意ください。
申請方法については各担当にお問い合わせください
l国民健康保険税＝保険年金課国民健康保険係☎０４２・４７０・７７３３、介護保
険料＝介護福祉課保険係☎０４２・４７０・７７７７（内線４９１０・４９１１）

新型コロナウイルス感染症に係る国民健康保険税・介護保険料の減免

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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サ
ー
ク
ル
見
学
会 

見
学
希
望
者
募
集

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

多
数
の
サ
ー
ク
ル
が
各
種
生
涯

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
規
入
会
を
検
討
さ
れ
る
方
を

対
象
に
、
実
際
の
活
動
を
自
由

に
見
学
し
て
い
た
だ
け
る「
サ

ー
ク
ル
見
学
会
」を
開
催
し
ま

す
。
参
加
団

体
の
一
覧
・

日
程
表
は
同

セ
ン
タ
ー
n

に
掲
載
す
る

他
、
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

a
３
月
１
日
㈬
～
３１
日
㈮（
各

団
体
の
活
動
日
ご
と
に
随
時
開

催
）

b
同
セ
ン
タ
ー（
団
体
が
活
動

す
る
各
貸
室
内
開
催
）

e
生
涯
学
習
に
興
味
を
お
持
ち

の
方

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
３

・
７
８
１
１（
第
４
月
曜
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

５
年
度
分
加
入
受
付

　
都
市
町
村
民
交
通
災
害
共
済

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」の
５
年
度

分（
４
月
１
日
～
６
年
３
月
３１

日
）の
加
入
受
付
を
２
月
１
日

㈬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

c
東
京
都
３９
市
町
村
の
住
民
が

会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
時
に
見
舞
金
を
受
け

ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

詳
細
は
、
今
号
の
広
報
紙
と
一

緒
に
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い

加
入
資
格
加
入
申
込
日
お
よ
び

共
済
期
間
の
開
始
日
に
市
内
に

住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

会
費
▼
Ａ
コ
ー
ス
＝
１
人
年
額

１
０
０
０
円
で
最
高
３
０
０
万

円
の
見
舞
金
▼
Ｂ
コ
ー
ス
＝
１

人
年
額
５
０
０
円
で
最
高
１
５

０
万
円
の
見
舞
金

　
※
い
ず
れ
も
会
員
が
交
通
災

害
で
死
亡
し
た
時
に
中
学
生
以

下
の
お
子
さ
ん
が
い
た
場
合
、

年
額
１２
万
円
の
交
通
遺
児
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

k
市
内
の
金
融
機
関（
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
を
除
く
）、
管
理
課（
市

役
所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ
ば

り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
で

受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
も
利
用

で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
ち

ょ
こ
っ
と
共

済
n
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

l
管
理
課
管
理
調
整
担
当
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
６
４

職
員
募
集

学
童
保
育
所
職
員 

募
集
説
明
会

a
２
月
６
日
㈪
午
後
１
時
か
ら

（
３０
分
～
１
時
間
程
度
）

b
市
役
所
７
階
７
０
５
会
議
室

c
学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、
児

童
厚
生
指
導
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
・
専
門
職
）お
よ
び
児

童
厚
生
員（
会
計
年
度
任
用
職

員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）の
仕

事
の
内
容
、
応
募
資
格
、
現
在

の
募
集
状
況
な
ど
に
つ
い
て

e
児
童
厚
生
指
導
員
お
よ
び
児

童
厚
生
員
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方

k
当
日
会
場
で

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

号
・
職
業
を
記
入
の
上
、
〒
２０３

−

０
０
３
３
、
滝
山
４

−

３

−

１４
、
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係

宛
て
郵
送
を

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
７
・
０
０

２
２
へ５

年
度
放
課
後
講
座 

講
師
募
集

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

月
１
回
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
開
催
し
て
い
る「
放
課
後
講

座
」に
つ
い
て
、
５
年
度
に
実

施
す
る
講
座
の
市
民
講
師
を
募

集
し
ま
す
。
培
っ
て
き
た
知
識

や
技
術
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
の
内
容
な
ど
▼
開
催
日
時

＝
原
則
第
４
水
曜
日
の
午
後
４

時
以
降
▼
開
催
場
所
＝
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
▼
条
件
＝
次
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
も

の
。
分
野（
座
学
・
体
験
・
工

作
・
運
動
な
ど
）は
不
問
で
す

①
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

内
容
で
あ
る
こ
と
②
受
講
生
が

１０
〜
３０
人
で
の
実
施
で
あ
る
こ

と
③
１
回
４５
分
程
度
で
完
結
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と

応
募
資
格
市
内
ま
た
は
近
隣
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、
講

座
の
運
営
が
で
き
る
方
。
同
セ

ン
タ
ー
が
行
う
講
座
の
広
報
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

i
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布

す
る
募
集
要

項
ま
た
は
同

セ
ン
タ
ー
n

を
ご
確
認
く

だ
さ
い

k
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
〒
２０３

−

０
０
５
４
、

中
央
町
２

−

６

−

２３
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
宛
て
郵
送
、
o

（
０４２
・
４
７
３
・
７
６
７
５
）ま

た
は
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
３

・
７
８
１
１

（
５
面
か
ら
続
く
）

市
議
会
議
員
選
挙 

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
東
久
留
米
市
議
会
議
員
選
挙

が
、
４
月
１６
日
㈰
告
示
、
２３
日

㈰
投
票
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
へ
の
説
明
会
を
次
の
通
り

開
催
し
ま
す
。
立
候
補
予
定
者

ま
た
は
関
係
者
の
方
は
、
必
ず

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

a
２
月
１８
日
㈯
午
前
１０
時
か
ら

b
市
役
所
７
階
７
０
１
会
議
室

h
筆
記
用
具
、
印
鑑（
立
候
補

関
係
書
類
受
領
者
の
も
の
）

i
当
日
受
付
票
に
記
載
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
立
候
補
予
定
者

の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・

電
話
番
号
・
本
籍
・
生
年
月
日

・
党
派
・
職
業
・
連
絡
先（
担

当
者
名
・
住
所
・
電
話
番
号
）

・
報
道
機
関
な
ど
へ
の
公
表
の

可
否
を
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の
都
合

上
、
出
席
者
は
１
候
補
２
人
ま

で
と
し
ま
す

l
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
９
０

市
健
康
づ
く
り
推
進 

協
議
会
委
員
募
集

　
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

は
、
健
康
づ
く
り
に
関
係
す
る

機
関（
団
体
）の
代
表
と
公
募
に

よ
る
市
民
２
人
の
計
１４
人
で
構

成
さ
れ
、
市
民
の
健
康
を
保
持

増
進
す
る
た
め
に
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
検
討
を
行
い
ま
す
。

任
期
４
月
１
日
～
７
年
３
月
３１

日（
２
年
間
）

e
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
方

f
２
人

k
２
月
１５
日
㈬
ま
で
に（
必
着
）、

「
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」の
考

え
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

職員募集

同センターn

同センターn

ちょこっと共済n

５ 年度市立自転車等駐車場利用登録の
２次募集を受け付けます

空きのある自転車等駐車場▼自転車＝西第 ９（屋内・屋外）、臨時西第 １、
臨時西第 ２、東第 ２（ １階・ ２階）▼原付＝東第 ２（ １階）
※�空き状況は受付期間中に各市立自転車等駐車場内に掲示します。
※�都市計画自転車駐車場の整備に伴い、 ５年 ６月より西口第 １自転車駐
車場の運営を開始する予定です。当該施設の利用登録に係る申請手続
きについては詳細が決まり次第、広報紙および市nなどでお知らせし
ます。
※�西口第 １自転車駐車場の運営開始に伴い、臨時西第 １自転車駐車場は
５年 ５月末をもって閉鎖します。そのため、 ５年度の利用登録におい
ては ４～ ５月の ２カ月分のみの利用登録となります。

◎不定期に自転車等駐車場をご利用の方へ
　西第 ９・西第１０の各一時利用駐車場および民間の一時利用駐車場をご
利用ください。

　通勤・通学などで東久留米駅周辺の市立自転車等駐車場を常時利用す
る方を対象に、 ５年度の定期利用自転車等駐車場利用登録の ２次募集を
受け付けます。現在登録されている方も、新たに手続きが必要です。受
付期間などの詳細は、申請要項をご覧ください。
　なお、駅から直線にして約７００メートル以内に自宅・通勤先・通学先
がある方は申請できませんのでご注意ください。
※利用登録は、指定管理者（蔦井株式会社東京支店）に申請してください。
申請書・ 申請要項の配布など次の①～③の場所で配布している他、指定
管理者WEB申請ページおよび市n（「申請書ダウンロード」のページ）で
も取得できます。
　①市役所 ５ 階５０１会議室②上の原・ひばりが丘・滝山の各連絡所③各
市立自転車等駐車場（配布時間などは①・②は土曜・日曜日、祝日を除く
午前 ８時半～午後 ５時、③は各駐車場備え付けのBOXで取得できます）
申請方法申請要項を確認の上、 ３月 １日㈬～ ８日㈬に郵送（必着）または
指定管理者WEB申請ページで申し込みを。郵送の場合は登録者本人の
郵便番号・住所・氏名を記入した返信用封筒（８４円切手貼付）を同封して
ください。WEB申請の場合は結果通知を確認後に、自転車等に貼り付
ける登録証の受け取りのために来庁することができない方のみ、決定通
知の控えと返信用封筒（８４円切手貼付）を郵送してください
申請・ 郵送先▼名称＝蔦井株式会社東京支店（指定管理者）▼所在地＝〒
１０３−００２５、中央区日本橋茅場町 ２− ７− ４  Aster茅場町 ３階
利用登録の決定登録可能台数を超える希望があった場合は、抽選で決定
します。登録決定後の手続きは、決定通知をご覧ください

市立自転車等駐車場案内図

※�東久留米駅周辺は自転車等放置禁止区域に指定されています。自転
車等駐車場およびバスなどの利用や徒歩での移動にご協力ください。市n

指定管理者
ＷEB申請ページ

l自転車等駐車場の維持管理・運営（申請含む）
　＝蔦

つた

井
い

株式会社東京支店（指定管理者）☎０３・６４３５・８７６０
　都市計画自転車駐車場の整備など
　＝市管理課管理調整担当☎０４２・４７０・７７６４

東第２　定期
自転車・原付

臨時西第２
定期　自転車
（R6.3まで運営）

西第9
定期　自転車

臨時西第１
定期　自転車
（R5.5末に閉鎖）

西口第1
定期　自転車・原付
一時　自転車・原付
（R5.6より地下1階・地上3階の
施設として運営開始）

西第9　一時
自転車・原付
R5.6～R6.3まで閉鎖
（R6.4より地下1階・地上3階の
施設として運営開始）

西第10　定期　原付
西第10　一時　自転車

N

は自転車等放置禁止区域です

至池袋至池袋

至所沢至所沢
黒目川黒目川

東
久
留
米
駅

東
久
留
米
駅
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

お知らせ



４
年
度
・
５
年
度 

学
童
保
育
所
職
員

①
児
童
厚
生
指
導
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
専
門
職
）

任
用
期
間
▼
４
年
度
任
用（
産

育
休
代
替
）＝
３
月
１
日
～
３１

日（
４
月
１
日
以
降
は
条
件
付

き
で
再
度
任
用
の
場
合
あ
り
）

▼
５
年
度
任
用
＝
４
月
１
日
～

６
年
３
月
３１
日（
６
年
４
月
１

日
以
降
は
条
件
付
き
で
再
度
任

用
の
場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
な
ど

応
募
資
格
保
育
士
、
社
会
福
祉

士
、
学
校
教
員
免
許
法
第
４
条

に
規
定
す
る
免
許
の
い
ず
れ
か

の
有
資
格
者
、
ま
た
は
放
課
後

児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
を

修
了
し
た
者
も
し
く
は
受
講
資

格
を
持
つ
者

募
集
人
数
▼
４
年
度
任
用
＝
１

人
▼
５
年
度
任
用
＝
若
干
名

報
酬
月
額
２０
万
８
９
８
０
円

応
募
書
類
①
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）②
資
格
証
明
書
の
写

し
③「
児
童
厚
生
指
導
員
と
し

て
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し

た
い
こ
と
」に
つ
い
て
考
え
や

意
見
を
原
稿
用
紙
で
８
０
０
字

以
内
に
ま
と
め
た
小
論
文

②
児
童
厚
生
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

任
用
期
間
▼
４
年
度
任
用
＝
３

月
１
日
～
３１
日（
４
月
１
日
以

降
は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）▼
５
年
度
任
用
＝

４
月
１
日
～
６
年
３
月
３１
日

（
６
年
４
月
１
日
以
降
は
条
件

付
き
で
再
度
任
用
の
場
合
あ

り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
６
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど募
集
人
数
若
干
名

報
酬
時
給
１
１
０
２
円

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

貼
付
）

《
①
・
②
共
通
事
項
》

j
祝
日
お
よ
び
年
始（
１
月
１

日
～
３
日
）は
勤
務
日
に
含
め

ま
せ
ん
。
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
、
別
途
市
の

規
定
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。
①

に
つ
い
て
は
社
会
保
険
の
加
入

あ
り

k
２
月
１５
日
㈬
ま
で
の
月
曜
～

金
曜
日
の
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）に
、
応
募
書
類
を
児
童
青

少
年
課
児
童
青
少
年
係（
市
役

所
２
階
）へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
書
類
選
考
後
、
面
接
の
上

決
定
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５５

年
度 

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー 

わ
か
く
さ
学
園
職
員

①
保
育（
会
計
年
度
任
用
職
員

・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

勤
務
時
間
月
曜
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）の
週
３
〜
５
日
、

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
の
間

で
３
時
間
１５
分
〜
５
時
間
の
シ

フ
ト
勤
務

勤
務
内
容
同
園
の
保
育
補
助
・

療
育
業
務
お
よ
び
こ
れ
に
関
す

る
諸
事
務

応
募
資
格
社
会
福
祉
士
、
教
員

免
許
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士

資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
社

会
福
祉
事
業
所
で
の
経
験
を
５

年
以
上
有
す
る
方

報
酬
な
ど
時
給
１
０
７
２
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

②
栄
養
士（
会
計
年
度
任
用
職

員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

勤
務
時
間
月
曜
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）の
週
３
〜
５
日
、

原
則
午
前
８
時
半
〜
午
後
１
時

半
の
５
時
間
勤
務

勤
務
内
容
同
園
に
通
う
園
児
へ

提
供
す
る
給
食
調
理
お
よ
び
こ

れ
に
関
す
る
諸
事
務

応
募
資
格
栄
養
士
の
資
格
を
有

す
る
方

報
酬
な
ど
時
給
１
１
９
０
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

③
相
談
支
援
専
門
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

職
）

勤
務
時
間
月
曜
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）の
週
３
〜
５
日
　

　
※
日
数
・
時
間
な
ど
応
相
談
。

勤
務
内
容
障
害
者
総
合
支
援
法

に
沿
っ
た
計
画
相
談
、
一
般
相

談
・
そ
れ
に
関
わ
る
事
務

応
募
資
格
障
害
者
総
合
支
援
法

に
定
め
る
相
談
支
援
専
門
員
の

資
格
を
有
す
る
方

報
酬
な
ど
時
給
１
１
５
０
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

《
①
～
③
共
通
事
項
》

任
用
期
間
４
月
１
日
〜
６
年
３

月
３１
日（
６
年
４
月
１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り
）

勤
務
場
所
同
園

k
同
園
に
電
話
の
上
、
履
歴
書

・
資
格
証
明
証
の
写
し
を
同
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類

選
考
と
面
接
の
上
、
決
定
し
ま

す
。
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん

l
同
園
☎
０４２
・
４
６
７
・
３
２

７
５５

年
度 

小
学
校
給
食
職
員

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学

校
給
食
職
員（
会
計
年
度
任
用

職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

①
給
食
調
理
員（
代
替
）

勤
務
時
間
午
前
８
時
半
～
午
後

４
時（
昼
休
憩
６０
分
含
む
）

勤
務
場
所
第
十
小
学
校
、
神
宝

小
学
校

勤
務
内
容
小
学
校
給
食
の
調
理

補
助

報
酬
な
ど
時
給
１
２
０
１
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

②
給
食
調
理
員（
補
助
）

勤
務
時
間
午
前
９
時
～
午
後
３

時
半（
昼
休
憩
６０
分
含
む
）

勤
務
場
所
第
十
小
学
校
、
神
宝

小
学
校

勤
務
内
容
小
学
校
給
食
の
配
膳

な
ど（
調
理
校
）

報
酬
な
ど
時
給
１
１
０
１
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

③
配
膳
員

勤
務
時
間
原
則
と
し
て
午
前
１０

時
～
午
後
３
時
半（
昼
休
憩
３０

分
含
む
）

勤
務
場
所
第
六
小
学
校（
調
理

校
は
神
宝
小
学
校
）ま
た
は
第

七
小
学
校（
調
理
校
は
第
十
小

学
校
）

勤
務
内
容
小
学
校
給
食
の
受
取

校
で
の
配
膳（
調
理
校
で
配
膳

の
場
合
あ
り
）

報
酬
な
ど
時
給
１
０
８
１
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

④
栄
養
士

勤
務
時
間
午
前
１０
時
～
午
後
１

時
４５
分（
昼
休
憩
な
し
）

勤
務
場
所
第
一
小
学
校
、
第
三

小
学
校
、
第
六
小
学
校
、
第
七

小
学
校
、
南
町
小
学
校

勤
務
内
容
小
学
校
給
食（
受
取

校
）の
ア
レ
ル
ギ
ー
管
理
、
食

育
な
ど

報
酬
な
ど
時
給
１
２
２
１
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

応
募
資
格
栄
養
士
免
許
を
有
す

る
方

《
①
～
④
共
通
事
項
》

任
用
期
間
４
月
１
日
～
６
年
３

月
３１
日（
勤
務
日
は
原
則
と
し

て
勤
務
校
の
給
食
実
施
日
）

　
※
有
給
休
暇（
任
用
開
始
か

ら
６
カ
月
以
降
）、
そ
の
他
市

の
規
則
に
基
づ
く
各
種
休
暇
あ

り（
勤
務
日
数
・
勤
務
時
間
に

よ
る
）

j
被
服
貸
与
、
細
菌
検
査
あ
り

k
登
録
さ
れ
る
方
は
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
学
務
課（
市
役

所
６
階
）へ
持
参
ま
た
は
郵
送

を
。
任
用
は
、
書
類
選
考
し
、

条
件
が
合
え
ば
面
接
の
上
、
決

定
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん

l
学
務
課
保
健
給
食
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
７
９

�

（
８
面
へ
続
く
）

　体験型農園は、野菜作りのプロである農園主から、土づくりから収穫までの一連の農作業を
教えてもらいながら栽培することができる農業カルチャースクールです。
　自ら栽培する喜びはもちろん、新鮮な農産物はおいしさも格別です。種、肥料、農具など野
菜づくりに必要なものは農園主が用意しますので、初心者の方もぜひお申し込みください。
募集農園下表の通り
利用期間 ４ 月～ ７年 ２月末
応募資格▼継続して農作業ができ、農園での講習会などに参加できる方▼メールで連絡が取り
合える方
申込期間 ２ 月 ６ 日㈪～１７日㈮の午前 ８ 時半～午後 ５ 時（正午～午後 １ 時および土曜・日曜日を
除く）
申込方法 ２ 月17日㈮までに（必着）、市nまたは産業政策課窓口（市役所 ６階）で配布している申
込書に必要事項を記入の上、産業政策課農政係宛て持参または郵送を。応募者多数の場合は抽
選の上、決定します。
l同課農政係☎０４２・４７０・７７４３

体験ファーム榎本

グリーンファーム東久留米

表　募集農園

農園名 所在地 耕作料（年間） 募集区画数 区画面積

グリーンファーム東久留米 南町３丁目７番 ５万4，680円（税込） ４区画 約３０～３５㎡

体験ファーム榎本 中央町５丁目７番４８号 ５万円（税込） １区画 約４０㎡

市n

体験型農園の利用者を募集します

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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（
７
面
か
ら
続
く
）

５
年
度
健
康
課
職
員

①
一
般
事
務（
会
計
年
度
任
用

職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

勤
務
内
容
母
子
保
健
事
業
へ
の

従
事（
主
に
乳
幼
児
健
診
と
そ

の
他
の
母
子
保
健
事
業
）

勤
務
時
間
月
１
～
２
回
程
度
で
、

１
回
当
た
り
４
時
間
程
度

報
酬
な
ど
時
給
１
０
７
２
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
の
支

給
は
市
の
規
定
に
よ
る
）

e
乳
幼
児
健
診
や
母
子
保
健
事

業
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方

②
助
産
師（
会
計
年
度
任
用
職

員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

勤
務
内
容
母
子
保
健
事
業
へ
の

従
事（
主
に
乳
幼
児
健
診
と
両

親
学
級
）

勤
務
時
間
月
１
～
２
回
程
度
で
、

原
則
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

（
休
憩
６０
分
含
む
）

報
酬
な
ど
日
給
１
万
７
５
０
円

（
交
通
費
込
み
）

応
募
資
格
助
産
師
の
資
格
を
有

す
る
方

《
①
・
②
共
通
事
項
》

任
用
期
間
４
月
１
日
～
６
年
３

月
３１
日

勤
務
場
所
同
課（
わ
く
わ
く
健

康
プ
ラ
ザ
内
）

募
集
人
数
若
干
名

k
同
課
に
電
話
の
上
、
２
月
１

日
㈬
～
３
月
１７
日
㈮
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）と
資
格
証
明
書
の

写
し（
②
の
み
）を
同
課
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係
☎
０４２

・
４
７
７
・
０
０
２
２

官
公
署

　
な
ど

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

種
類
・
対
象
▼
①
ポ
イ
ン
ト
方

式（
家
族
向
け
の
み
）＝
ひ
と
り

親
世
帯
向
け
、
高
齢
者
世
帯
向

け
、
心
身
障
害
者
世
帯
向
け
、

多
子
世
帯
向
け
、
特
に
所
得
の

低
い
一
般
世
帯
向
け
、
車
い
す

使
用
者
世
帯
向
け
▼
②
抽
せ
ん

方
式
＝
単
身
者
向
け
、
車
い
す

使
用
者
向
け（
単
身
）、
シ
ル
バ

ー
ピ
ア（
単
身
・
二
人
世
帯
向

け
）、
居
室
内
で
病
死
等
が
あ

っ
た
住
宅

　
※
①
・
②
そ
れ
ぞ
れ
に
申
し

込
み
資
格
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

案
内
配
布
期
間
・
場
所
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
２
月
１
日
㈬
〜

９
日
㈭
に
、
都
市
計
画
課（
市

役
所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ
ば

り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
他
で（
配

布
期
間
中
は
都
住
宅
供
給
公
社

n
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
）。

な
お
、
２
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

の
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
〜
午

後
５
時
は
、
都
庁
第
一
本
庁
舎

１
階
東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

前
で
配
布

申
込
方
法
・
期
限
募
集
案
内
に

同
封
の
申
込
用
紙
・
封
筒
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
①
が
２

月
１５
日
㈬
午
後
６
時
ま
で
に

（
必
着
）同
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー

へ
、
②
が
２
月
１５
日
㈬
ま
で
に

（
必
着
）渋
谷
郵
便
局
へ
郵
送
、

ま
た
は
①
・

②
い
ず
れ
も

２
月
１５
日
㈬

ま
で
に
都
営

住
宅
入
居
者

募
集
サ
イ
ト

か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
申
し

込
み
を

l
同
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
☎
０３

・
３
４
９
８
・
８
８
９
４（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

２
月
１
日
㈬
〜
１５
日
㈬
の
間
は

☎
０
５
７
０
・
０
１
０
・
８
１

０（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）に

せ
税
理
士
・
に
せ 

税
理
士
法
人
に
注
意

　
税
理
士
は
税
理
士
証
票
を
携

帯
し
、
税
理
士
バ
ッ
ジ
を
着
用

し
て
い
ま
す
。
税
理
士
資
格
の

な
い
者
が
税

務
相
談
、
税

務
書
類
の
作

成
、
税
務
代

理
を
す
る
こ

と
は
、
法
律

で
禁
じ
ら
れ

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
専
門

的
知
識
が
欠
け
て
い
る
な
ど
の

た
め
、
依
頼
者（
納
税
者
）が
不

測
の
損
害
を
被
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
東
京
税

理
士
会
n
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

l
同
会
☎
０３
・

３
３
５
６
・
４

４
６
１

地
域
福
祉
の
パ
ー
ト
ナ
ー 

と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ 

非
営
利
団
体
募
集

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
安
心
と
心
ゆ
た
か
な　
み
ん

な
の
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
た
地
域
福
祉
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

非
営
利
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

団
体
に
は
、
立
ち
上
げ
資
金
や

事
業
資
金
と
し
て
補
助
金
・
助

成
金
を
交
付
し
ま
す（
上
限
額

な
ど
条
件
あ
り
）。
詳
細
は
、

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

e
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
非
営
利
団

体
、
社
協
登
録
の
ミ
ニ
デ
イ
ホ

ー
ム
・
子
育
て
サ
ロ
ン
・
み
ん

な
の
サ
ロ
ン

要
項
配
布
・
申
請
受
付
２
月
１

日
㈬
～
３
月
７
日
㈫
午
後
５
時

に
同
協
議
会
事
務
局
、
中
央
町

地
区
セ
ン
タ
ー
で
配
布
・
受
け

付
け
。
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム
な
ど

の
運
営
費
は
通
年
で
受
け
付
け
。

要
項
は
同
協
議
会
n
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
。

ま
た
、
個
別
相

談
も
受
け
ま
す

（
１
時
間
程
度
。

日
時
は
応
相
談
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

の
相
談
も
可
）

l
同
協
議
会
地
域
福
祉
担
当
☎

０４２
・
４
７
５
・
０
７
３
９

地
域
福
祉
活
動
補
助
金

実
績
報
告
会

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
財

源
と
し
た
地
域
福
祉
活
動
補
助

金
を
活
用
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
が
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
活
動
を
報
告
し
ま
す
。
地

域
の
課
題
や
そ
の
課
題
に
取
り

組
む
団
体
の
活
動
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
機
会
で
す
。
補
助
金

の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
団
体

や
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

a
２
月
１０
日
㈮
午
後
２
時
～
３

時
半

b
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
第
３

・
第
４
会
議
室

c
地
域
福
祉
活
動
補
助
金
の
活

用
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
こ
ろ
あ
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
会
・
東
久

留
米
、
住
み
よ
い
ま
ち
弥
生
、

東
久
留
米
に
ほ
ん
ご
ク
ラ
ス
）

に
よ
る
活
動
報
告

f
先
着
２０
人

i
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

k
専
用
申
込

フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
直
接
市

社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
担
当
へ

l
同
担
当
☎
０４２
・
４
７
５
・
０

７
３
９

会 員 募 集
◆大正琴（和

なごみ

会）＝a月 ２回。月曜・木曜
日午前１０時〜午後 ４時b八幡町地区セン
ター他g入会金１，５００円、会費月３，５００円
他j数字譜でどなたも簡単に弾けます。
初心者歓迎。無料講習・見学可l渡辺☎
０42・475・6475
◆剣道（雅心剣友会）＝a毎週土曜日午後
５時～ ７時と日曜日午前 ８時～１１時b第
五小学校g入会金９００円、会費月１，０００円
j感染対策徹底し活動。見学体験可。ブ
ログぜひご覧くださいl三瓶☎０４２・４７２
・４０５２
◆歌謡サークル（春江会）＝a月 ２回。火
曜日午後 １時～ ４時b西部地域センター
g会費月２，０００円j大いに歌って笑って、
さらに健康。人生これから。お待ちして
いますl篠崎☎０９０・１０４２・５７４４
◆着物・日本文化（和文化・南出千会）＝
a月 １回。金曜日午後 １時半～ ４時b成
美教育文化会館g会費 １ 回１，０００円j着
物でティーパーティー。普段着物を楽し
み、日本文化を学ぶ会l南出☎０９０・
６５６３・４３５５
◆整体ヨガ（リラックス健康体操〈女性〉）
＝a月 ３回。日曜日午後 １時～ ３時b西
部地域センターg入会金１，０００円、会費
月２，５００円jたった ７ 秒の楽ちんヨガ。
椅子や布団の上で手軽に。手足のツボな
どl池田☎０４２・４７５・８２５０
◆カラオケ練習（ウイング）＝a月 ４回。
木曜日午後 ０時４０分〜 ３時半他b生涯学
習センター他g入会金１，０００円、会費月
２，０００円j男性女性の課題曲の練習、
十八番は自分の好きな曲。画面が出ます
l富田☎０４２・４４６・８４７５
◆ソフトボール（東久留米ファイターズ）

＝a毎週火曜日午後 ３時～ ６時b南町運
動広場g入会金１，０００円、会費年６，０００円
jソフトボールで明るく楽しく前向きに
和気あいあい。年齢男女不問l前原☎
０４２・４７２・６４８８
◆軟式野球（少年野球ドリームセブン）＝
a毎週土曜・日曜日午前 ８時～正午b第
七小学校g入会金１，０００円、会費月２，０００
円j明るく楽しく前向きに和気あいあい
でチーム作りを一緒にやろうl前原☎
０４２・４７２・６４８８
◆太極拳（東久留米市武術太極拳連盟）＝
a月 １回。第 ３火曜日午前１０時～正午b
わくわく健康プラザ他g入会金１，０００円、
会費月１，０００円j初心者歓迎。一人でも
できるように覚えたい、有段者になりた
い方l安原☎０８０・１３１７・４８８４
◆太極拳（結の会）＝a月 ２回。第 ２・第
４月曜日午前１０時～正午b西部地域セン
ター他g入会金１，０００円、会費月１，６００円
j太極拳入門より初歩から指導。マイペ
ースでゆっくりと学びたい方l佐々木☎
０４２・４７４・７２８９
◆NPO法人健康遊技たんぽぽ（健康麻
雀）＝a毎週月曜・水曜日午前１０時～午
後 ５時bスポーツセンター、上の原団地
集会所g会費 １ 回５００円j頭脳スポーツ
健康麻雀。経験者はもちろん初心者大歓
迎。誰でも参加可能l増田☎０８０・４６７０
・１１１０
◆東久留米パソコンクラブ＝a月 ３回。
金曜日午後 １時半～ ３時半b生涯学習セ
ンターg会費月１，０００円jパソコン持参。
初心者の写真加工で、合成、飛び出し、
惑星などl渋沢☎０８０・１２５７・３８５７
◆同好会（謎解き・古代史の会）＝a月 １
回。午前１０時～正午b市民プラザ会議室
または生涯学習センターg参加費 １ 回
３００円j第 １ 回は ２ 月２５日㈯午前１０時か
ら生涯学習センター。この日発足l斉藤
☎０９０・７２３５・４６４９

◆コーラス（合唱団もみじ）＝a月 ４回。
水曜日午前１０時〜正午b東部地域センタ
ーg入会金２，０００円、会費月３，０００円j歌
の好きな方、一緒に楽しく歌いましょう
l小森☎０４２・４７６・２３３８
◆社交ダンス（草の実ダンス同好会）＝a
月 ３回。火曜日午後 １時半〜 ４時b西部
地域センターg会費月２００円j素敵な音
楽に合わせてフリーで踊っています。年
齢制限なし。連絡お待ちしていますl佐
藤☎０９０・５３９６・４５４４
◆芸術文化（写団東久留米）＝a月 １回。
火曜日午後 ６時〜 ７時半b生涯学習セン
ター他g会費月１，２００円j花風景スナッ
プなどの写真の撮り方と作画方法につい
て学びますl高橋☎０９０・３０４０・５１９５
◆料理（あしたの食卓）＝a月 ２回。第 １
・第 ３水曜日午前 ９時～午後 １時半b西
部地域センターg会費 １ 回７００円他j初
心者から経験者まで楽しく料理をしませ
んか。６０歳男女募集l伊藤☎０４２・４７６・
７９９７
◆脳トレ（みどりの会）＝a毎週水曜日午
前 ９時半～１１時半b南町地区センターg
会費月５００円j６０歳以上の仲間で、楽し
く体操・音読・漢字書き取り・計算ドリ
ルl辻☎０４２・４７３・２９２５
◆ボウリング同好会（滝山青葉会）＝a年
６回。偶数月の第 １金曜日午後 １時半～
２ 時半b久米川ボウルg入会金２，０００円、
会費年１，０００円他jゲーム参加費１，０００円、
シューズ代３００円、ハンディキャップ制
l近藤☎０９０・６４９０・３８０２
◆音楽（男声合唱団ダンディーズ）＝毎週
日曜日午後 １時～ ３時半b生涯学習セン
ター、東部地域センター他g会費月
４，０００円他j「第 １回フェスティバル」（ ４
月１５日開催）で上田真樹「終りのない歌」
をご一緒にステージに立って歌いません
かl酒井☎０９０・６７１８・０７１８

催 し
◆バレーボール市民大会（東久留米市バ
レーボール連盟）＝a ２ 月１９日㈰午前 ９
時から（家庭婦人の部）bスポーツセンタ
ーg参加費３，０００円j ９ 人制バレーボー
ルの大会ですl万﨑☎０４２・４４９・０１９１
◆すばる手織りもの展（社会福祉法人リ
ブリーすばる）＝a ２ 月１８日㈯～２０日㈪
午前１１時～午後 ５時（２０日は ４時まで）b
染め工房布

ふ ふ

fu（本町 ３− ７−１１）j染色し
たマフラー、裂き織り製品、手すき葉書き、
ビーズ、木工品l相川☎０４２・４７６・１０８１
◆東久留米保育・教育・子育てを考える
集会（子育て集会実行委員会）＝a ２ 月１２
日㈰午後 １時１５分～ ４時b成美教育文化
会館ギャラリーg参加費５００円j演題「深
く豊かに共に育つ」～子どもを信じる、
子どもの育ちを信じる～。講師は菅間正
道氏（自由の森学園校長）l草刈☎０８０・
６５６８・３７５７
◆竹田悠一郎ピアノリサイタル（竹田悠
一郎音楽事務所）＝a ２ 月 ５ 日㈰午後 ３
時開場、 ３時半開演b生涯学習センター
ホールg入場料一般２，０００円、学生１，０００
円j主な曲目「ラ・カンパネラ」「英雄ポ
ロネーズ」「月光」「ノクターン遺作」ほか
l竹田☎０８０・９２７８・３０７３
◆天気を学ぶサバイバル教室（防災まち
づくりの会・ 東久留米）＝a ２ 月２３日

午後 １ 時１５分受付、 １ 時半開演b
市民プラザホールj定員５０人。事前予約
可。児童～一般向け。講師は気象台小野
太郎氏l土居☎０９０・３５００・１６７３
◆ウクライナ応援コンサート（ウクライ
ナ応援実行委員会）＝a ２ 月２６日㈰開場
午後 ３時、開演 ３時半b生涯学習センタ
ーホールg入場料前売３，０００円、当日
３，５００円jウクライナを代表するオクサ
ーナの歌とバンドゥーラの演奏と語りl
細谷☎０９０・８９４７・８９９４

市 民 伝 言 板

同公社n都営住宅
入居者募集サイト

同会n

同協議会n
専用申込
フォーム
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

官公署など職員募集



式テニスの初級者、中級者向けの講
習会（初心者でも可能です）e市内在
住・在勤・在学・在テニス連盟傘下
サークル・在テニススクールの方g
２，０００円（当日集金）hテニスラケッ
ト、テニスシューズ（なければ運動
が出来るシューズ）、タオル、飲み
物j主催は市テニス連盟k ２ 月 ７ 日
㈫までに（消印有効）、往復はがきに
住所、氏名、電話番号、学校名・ス
クール名またはサークル名、年齢（学
年）、初・中級の別を記入の上、〒
２０３−００４２、八幡町 １ − ９ −２８、D
ー１２０１、小野嵜清美宛て郵送を。連
盟役員への直接申し込みも可l同連
盟・小野嵜☎︎０４２・４７８・５８８１（午後
７時～ ９時頃）

akiヨガレッスン

　ゆったりとした動きで身体をほぐ
し、仕事や家事など忙しい日々のス
トレスを和らげましょう。男性の方
もぜひご参加ください。
a ２ 月２７日㈪午後 ５時半～ ６時半b
市民プラザホール（市役所 １階）f先
着１８人（要予約）daki氏（JYIA認定
ヨガインストラクター）g５００円（当
日集金）h飲み物、タオル、ヨガマ
ット（お持ちの方）j動きやすい服装、
マスク着用でk ２ 月 ４ 日㈯午前１０時
から電話または直接同プラザ窓口で
l同プラザ☎０４２・４７０・７８１３

く ら し

薬湯の日「行者の湯」

ab ２ 月 ５ 日㈰、源の湯（東本町 ７
− ６、☎０４２・４７１・０００５）が午後 ３
時半～１１時、第二喜多の湯（幸町 １
− ５ −１０、☎０４２・４７１・２４７５）が午
後 ３時～１０時j未就学児は無料l各
利用施設

民事調停の利用相談会 
話し合いDEもめごと解決

　「調停」とは、裁判所の調停委員が
間に入って話し合いにより紛争解決
を図る簡単で便利な方法です。土地
建物、近隣関係、借地借家、金銭問

題、交通事故などの「民事上のもめ
ごと」について、裁判所の調停委員
（弁護士も含む）が調停制度の手続き、
利用方法に関して相談に応じます。
a ２ 月 ９ 日㈭午後 １ 時半～ ４ 時半
（ ４時まで受け付け）b市民プラザ会
議室（市役所 １階）g無料k直接会場
へl武蔵野民事調停協会事務局（三
多摩法律事務所・小林克信弁護士）
☎０４２・５２４・４３２１（月曜～金曜日午
前１０時～午後 ５時）

損したくない人必見！ 
「住宅ローン勉強会」

a ２ 月１２日㈰午後 １時半からb南部
地域センター ２階講習室 ２c人生は
お金と二人三脚。知っておきたい「人
生とお金」シリーズ。第 １回は「借り
る・借りている人のための住宅ロー
ン勉強会」e子育て世代の近隣市民
f先着１０人d黒柳一聡氏（住宅ロー
ンアドバイザー、ファイナンシャル
・プランナー）g無料k電話または
同センターへl同センター☎０４２・
４５１・２０２１

令和 ４ 年度認知症講演会 
「正しく知ろう認知症・支えよう大
切な人」

　認知症を正しく知るために、もの
忘れとの違いや早期発見・予防の重
要性について、また、今話題の運転
免許更新時の認知機能検査について、
認知症の専門医よりお話しします。
a ３ 月 ３ 日㈮午後 ２ 時～ ４ 時（ １ 時
半から受け付け）b市民プラザ（市役
所 １ 階）c講話e市内在住・在勤の
方f先着５０人（事前予約制）d前田達
浩氏（医療法人社団山本・前田記念
会前田病院脳神経外科認知症疾患医
療センター長）、冨田泰彦氏（認知症
疾患医療センター・杏林大学医学部
医学教育学臨床教授）g無料h筆記
用具i手話通訳ありk ２ 月 １ 日㈬午
前 ９時から電話で介護福祉課地域ケ
ア係へl同係☎０４２・４７０・７７７７（内
線２５０１～２５０３）

ス ポ ー ツ

ニュースポーツデー

　誰でも気軽にできるスポーツ数種
目が体験できます。また、 ２月２６日
㈰開催の「市民つなひき大会」に向け、
強くなれるつなひき講習会・練習会
を開催します。
a ２ 月１１日 bスポーツセンター
第 １体育室cボッチャ、ミニテニス、
ラージボール卓球、ユニカール、ソ
フトバレーボール、スカットボール、
ネオテニス、つなひき大会の講習会
・練習会他g１００円（未就学児無料）
h室内履き（運動ができる靴）jマス
ク着用の上、運動ができる服装で。
市民つなひき大会の詳細は、市nま
たは広報 ４年１２月１５日号 ６面をご覧
くださいk直接会場でl生涯学習課
☎０４２・４７０・７７８４

大人のための健康リトミック

　歌って踊って気軽に老化防止にチ
ャレンジしましょう。
a ２ 月１５日㈬午前１０時からb東部地
域センター講習室c▼即時反応＝音
楽に合わせとっさに反応する力を養
う▼脳トレ＝指先を動かしたりダン
スの振り付けを覚えることで脳を活
性化▼呼吸法＝腹式呼吸を意識し楽
しくコーラスf先着２５人（要予約）d
林あつ子氏（リトミックサークルま
めちゃんズ代表）g５００円（当日集金）
h飲み物、タオルi車での来場不可、
マスク着用でk ２ 月 １ 日㈯午前 ９時
から電話で同センターへl同センタ
ー☎０４２・４７０・８０２０

硬式テニス初中級者対象講習会

a ２ 月２６日、 ３月 ５日・１２日・１９日
（予備日２６日）、いずれも日曜日午前
９時～１１時b小山テニスコートc硬

文化施設・スポーツ施設の
利用者登録の更新手続きをお願いします
　公共施設予約・案内システムか
ら施設を予約する際に必要な利用
者登録の有効期限は ３月３１日㈮で
す。引き続き施設を利用するには
更新手続きが必要です。
受付期間 ２ 月 １ 日㈬～２８日㈫
　※�この期間に申請したものは ３
月１５日㈬までに更新作業を完
了します。

更新方法利用する施設の窓口で
「施設利用・団体登録申請書」（団
体の場合は団体登録名簿も）を記
入の上、申請してください。なお、
登録申請書は市nのトップページ
から「公共施設の予約」のページに

進みダウンロードできます
注意▼ ３月以降も更新申請の受け
付けは随時行いますが、 ４月実施
の抽選には間に合わない場合があ
ります▼複数の文化施設に申請を
希望する場合でも、主に利用する
窓口 １カ所で申請していただくだ
けで結構です。ただし、スポーツ
施設については文化施設とは別に
「利用者登録」の申請が必要です▼
施設使用料の減免は、利用する施
設ごとに申請してく
ださい
l各施設

市n
利用者登録更新の必要な施設・連絡先
施設名 電話番号

わくわく健康プラザ（体育室含む） ０４２・４７７・１１１５
生涯学習センター ０４２・４７３・７８１１
市民プラザ・市民ひろば・スペース１０５ ０４２・４７０・７８１３
西部地域センター ０４２・４７１・７２１０
東部地域センター ０４２・４７０・８０２０
南部地域センター ０４２・４５１・２０２１
スポーツセンター・学校施設開放（校庭・体育館）テニスコート・野球場
・グラウンド・運動広場・ゲートボール場・野外訓練施設・青少年センター

０４２・４７０・７９００
（スポーツセンター）

　市内全戸配布（約 ５万４，５００部）の市広報紙「広報ひがしく
るめ」に広告を掲載しませんか。
基準公共性と品位を損なわないもの。政治・宗教活動、意見
広告と個人宣伝などは除く（申込受付後に審査があります）
規格縦９８㎜、横５６㎜以内。カラー刷り。最終面（ ８ 面建て
の場合は ８ 面）の下部に掲載。広告デザイン（データ）は広
告主に作成していただきます（データはEPSまたはPDF形
式で作成して提出してください）
掲載号 ５ 年 ４ 月１５日〜 ６年 ４月 １日の間の各月 １日・１５日
（ １月は ７日）に発行する市広報紙
枠数各号 ２枠
掲載料 １ 号 １ 枠当たり ４万円
k ２ 月 １ 日㈬午前 ８時半から（厳守）、先着順で受け付けま
す。市nで取扱基準などの詳細を必ずご確認いただき、所
定の申込書（市nから取得できます）に記入し、広告デザイ
ン（データ）を必ず添付の上、秘書広報課宛て
m（hishokoho@city.higashikurume.lg.jp）
でお申し込みください（m以外〈電話・o・窓
口など〉では受け付けません）
l同課☎０４２・４７０・７７０８ 市n

市の家庭廃棄物指定収集袋の外袋に広告を掲載しませんか 「広報ひがしくるめ」に広告を掲載しませんか
　市の家庭廃棄物指定収集袋の外袋に掲載する広告を募集します。店舗や企業など
からのご応募をお待ちしています。
基準公共性と品位を損なわないもの。政治・宗教活動、意見広告と個人宣伝などは
除く（申込受付後に審査があります）
規格・ 枠数・ 掲載料 １ 色刷りで、種類別の外袋の表面下部に １ 枠（掲載料などにつ
いては下表をご覧ください。なお、 ５年度の掲載料などについては、近日中に市n
で公開します）
広告掲載袋の販売期間 ５ 年 ９ 月〜 ６年 ８月の間（予定）
klごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７へ

表　広告掲載の規格など

種類 広告文字色 広告サイズ 4年度広告料
（参考）

燃やせるごみ用 ミニ（５ℓ） 白地に緑色 縦５０㎜・横８０㎜ ９万２，０００円

燃やせるごみ用 小（１０ℓ） 白地に緑色 縦４０㎜・横１２０㎜ １８万６，０００円

燃やせるごみ用 中（２０ℓ） 白地に緑色 縦５０㎜・横１３０㎜ ２９万２，０００円
燃やせるごみ用 大（４０ℓ） 白地に緑色 縦５０㎜・横１８０㎜ １５万７，０００円
燃やせないごみ用 小（１０ℓ） 白地に青色 縦４０㎜・横１２０㎜ ４万５，０００円
燃やせないごみ用 中（２０ℓ） 白地に青色 縦５０㎜・横１３０㎜ １０万１，０００円
容器包装プラスチック用  小（１０ℓ） 白地に茶色 縦４０㎜・横１２０㎜ ７万８，０００円
容器包装プラスチック用  中（２０ℓ） 白地に茶色 縦５０㎜・横１３０㎜ ２１万１，０００円
容器包装プラスチック用  大（４０ℓ） 白地に茶色 縦５０㎜・横１８０㎜ １６万３，０００円

家庭廃棄物
指定収集袋の外袋

広告掲載位置

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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図 書 館

２ 月の休館日

　金曜日は全館休館です。中央図書
館は館内蔵書点検のため、２０日㈪～
２３日 も休館ですが、２０日㈪・２２
日㈬・２３日 は、 ２階多目的室の
み午前 ９時～午後 ５時の間利用でき
ますので、北側入口からお入りくだ
さい。
l中央図書館☎０４２・４７５・４６４６

大人のためのおはなし会

　東部図書館のおはなし会で活躍さ
れている「みくりおはなしの会」の皆
さんと図書館スタッフによる、大人
のために昔話や童話を語る会です。
普段なかなか聞けない少し長いお話
などもあります。
a ２ 月２２日㈬午前１０時～正午b東部
地域センター １階講習室e中学生以
上f先着３０人i車での来場不可。小
さいお子さんはご遠慮くださいk ２
月 １ 日㈬～２１日
㈫に、電話また
は直接同図書館
カウンターで
（休館日を除く）
l同図書館☎
０４２・４７０・８０２２

調べ学習発表会

　市内の小・中学校の児童・生徒に
よる「調べ学習」の成果を展示します。
a ２ 月２４日㈮午後 ５時～ ９時半、２５
日㈯午前 ８時半～午後 ９時半、２６日
㈰午前 ８時半～
午後 ５時半b市
役所 １階屋内ひ
ろばl中央図書
館☎０４２・４７５・
４６４６

地域資料展「東久留米のぞきめがね 
　地域資料でめぐる市内の寺社」

　久留米村の時代から続く市内の神
社・仏閣を、図書館所蔵の資料や郷
土資料室の写真などでご紹介します。
a ２ 月２５日㈯～ ４月１７日㈪午前 ９時
～午後 ７時（休館日を除く）b中央図

書館 ２階展示コーナーおよび調査・
資料室l同館☎０４２・４７５・４６４６

昨年度開催時の様子

文 　 化

ヒーリングアート教室

　爽やかな気分になって心が落ち着
く効果を目的とした「ヒーリングア
ート」。右脳を刺激し、自分を癒す
ことができる点でも注目を集めてい
ます。
a毎月第 ２・第 ４火曜日午前１０時～
正午、第 ４金曜日午後 ６時～ ８時b
西部地域センター第一講習室f先着
８人d梅田茂美氏g １ 回１，０００円（当
日集金）k電話または直接同センタ
ーへl同センター☎０４２・４７１・７２１０

市民ギャラリー 
小・中学校作品展示

　市内の小・中学校の作品を展示し
ます。児童・生徒の力作をぜひご覧
ください。
a ２ 月 ８ 日㈬〜 ３月 １日㈬b東久留
米駅構内「市民ギャラリー」c市内小
・中学校から １点ずつ、絵画・手芸
・彫刻などを展示l市文化協会事務
局☎ ０４２・４７７・
４７００または生涯
学習課生涯学習
係☎０４２・４７０・
７７８４

バレンタインコンサート２０２３

　宝塚＆劇団四季出身の渓なつき氏
と、同じく劇団四季出身の五代輝一
氏が歌う愛の歌の数々。バレンタイ
ンに甘い時間をご堪能ください。
a ２ 月１２日㈰午後 ２ 時開演（ １ 時半
開場）b市役所 １ 階屋内ひろばc▼
主な演奏曲＝「行こうよどこまでも
～ミュージカル・アラジンより」「奇
跡～大きな愛のように」「Tomorrw

～ミュージカル・アニーより」他▼
出演者＝渓なつき氏（宝塚＆劇団四
季出身）、五代輝一氏（劇団四季出
身）、宇賀村直佳氏（ピアノ）f先着
１５０人g入場料１，０００円iマスクを着
用し、公演中の歓声、歌唱などはご
遠慮くださいk市民プラザ（市役所
１ 階）、西部・東部・南部の各地域
センターでチケット販売（電話予約
不可）l同プラザ☎０４２・４７０・７８１３

渓なつき氏 五代輝一氏

多摩六都フェア 
第１７回多摩六都高校生写真展

　多摩六都圏（小平市、東村山市、
清瀬市、東久留米市、西東京市）を
中心とした近隣高校の写真部による
合同写真展です。高校生の感性あふ
れる作品をご鑑賞ください。
a ２ 月１２日㈰午後 ２時～ ５時、１４日
㈫～１８日㈯午前 ９時～午後 ５時、１９
日㈰午前 ９時～午後 １時b清瀬市生
涯学習センター ７階アミューホール
（清瀬市元町 １− ２−１１）j▼主催＝
多摩北部都市広域行政圏協議会▼共
催＝合同写真展実行委員会、清瀬市
教育委員会l清瀬市教育委員会生涯
学習スポーツ課生涯学習係☎０４２・
４９７・１８１５

放課後講座 
「ひなまつり飾りづくり」

　生涯学習センタ
ーでは月 １回、小
・中学生を対象に
放課後講座を開講
しています。
a ２ 月２２日㈬午後 ４時～ ５時b同セ
ンター創作室c ３ 月のひなまつりに
向けた飾りづくりe小・中学生f先

着１２人d同センタースタッフh筆記
用具k ２ 月 １ 日㈬午前 ９時から電話
または同センター（第 ４ 月曜日を除
く午前 ９ 時～午後 ９ 時）へl同セン
ター☎０４２・４７３・７８１１

第１５回みんなのクラシックコンサート

　未来へはばたく若き演奏家たちの
演奏と、長年地域の文化を担ってき
た市演奏家協会による演奏をお届け
します。ホールで本格的なクラシッ
クの音色を楽しみませんか。
a ３ 月２５日㈯午後 ２ 時開演（ １ 時半
開場）b生涯学
習センターホー
ルc出演者＝第
一部が新人演奏
家、第二部が市
演奏家協会f先
着５００人g無料（要整理券）j ０ 歳か
ら入場可k ２ 月 ３ 日㈮午前 ９時から
電話または直接同センター（第 ４ 月
曜日を除く午前 ９ 時～午後 ９ 時）へ
l同センター☎０４２・４７３・７８１１

市民自主企画講座「第３０回小中学
生英語暗誦スピーチ大会」

　小学 ５・ ６年生の皆さん、英語の
スピーチを。中学生の皆さん、意見
や思いを英語で伝えてみませんか。
皆さんの参加を待っています。
a ３ 月１２日㈰午後 １時半～ ４時半b
西部地域センター多目的ホールc暗
誦・スピーチの発表、審査、受賞式
e小学 ５年生～中学 ３年生f先着４０
人j▼企画運営＝東久留米英語会連
盟▼主催＝市教育委員会▼主管＝市
文化協会▼審査員＝ポール・マッカ
ラー氏（同連盟顧問、英語塾講師）、
メアリー・ジュン氏（同
連盟顧問）k ２ 月 １ 日
㈬～２４日㈮に、同連盟
・川口へ電話または専
用m（ctakami@poem.ocn.ne.jp）
に氏名・学校名・学年を記載の上・
送信をl同連盟・川口☎０９０・３９０２
・０４３２

　多摩北部都市広域行政圏協議会（小平市、東村山市、清瀬市、東久
留米市、西東京市）では、市域を越えた文化事業として「多摩六都フェ
ア」を展開しています。その一環として開催する「ぴゅあ あーと展」で
は、圏域 ５市に在住、在勤、在学の障害のある皆さんに応募いただい
た作品（絵画、工作、陶芸など）の中から、専門家によって選考された
作品を展示します。
日時 ２ 月１５日㈬午後 ５時～ ６
時半、１６日㈭・１７日㈮午前１０時
～午後 ５時
会場市役所 １階市民プラザホ
ール・屋内ひろば
入場料無料
l企画調整課☎０４２・４７０・７７０２

令和元年度開催時の様子多摩北部都市広域行政圏
協議会シンボルマーク

a右表のとおりb生涯学習セン
ター他e市内在住・在学・在勤
の小学生と１８歳以上の方。親子
体験講座もありますg講座によ
り有料（材料費など）i応募多数
の際は抽選となる場合ありj市
文化協会主催。詳細（講座番号
など）は同協会nなどをご覧く
ださいk ２ 月１４日㈫までに（必
着）、同協会nまたは、はがき
で同協会へ。はがきの場合は、
講座番号と講座名（ １ 枚で複数
講座申し込み可）・希望日時・
受講者氏名（フリガナ）・年齢（小
学生の場合は学校名と学年）・
連絡先住所・電話番号を記入の
上、〒２０３−００５４、中央町 ２ −
６−２３、東久留米
市文化協会体験塾
係宛て郵送をl同
協会☎０４２・４７７・
４７００ 市文化協会n

表　体験塾講座一覧
開催日 午前 午後

３月
１１日㈯

囲碁（子）・南京玉す
だれ・きりえ（子）・
阿波踊り・琉球舞踊
・フラダンス

三味線・和太鼓・詩
吟・プログラミング
教室（子）※・英語・
フラダンス（大）・ヒ
ップホップ※・クラ
シックバレエ※・歌
謡（大）

１２日㈰

箏
こと
・南京玉すだれ・

絵てがみ・阿波踊り
・琉球舞踊・フラダ
ンス・ロックダンス
※

書道・箏・３Ｄデザ
イン（子）※

１５日㈬ タップダンス※

１８日㈯
茶道・マジック（子）
・演劇・阿波踊り・
フラダンス・盆栽
（大）

茶道・大正琴・プロ
グラミング教室（大）
※・朗読・音楽劇・
フラダンス（大）・ヒ
ップホップ※

１９日㈰
華道（子）・茶道・箏
・マジック（子）・演
劇・音楽劇

華道（大）・茶道・箏
・３Ｄデザイン（大）
※・音楽劇・音楽劇
鑑賞・謡

うたい

・※印は生涯学習センター以外の会場となります。
・�（子）は小学生のみ、（大）は１８歳以上の方のみ、
無印は小学生も大人も対象。

多摩六都フェア ぴゅあ あーと展ぴゅあ あーと展

子どもと大人の体験塾

専用m
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イベント・講座イベント・講座
児 童 館

子どもセンターあおぞら 
前沢４-25-８　☎042・471・7071

■幼児のつどい
ac ２ 月 ９ 日㈭が「リトミック」、１６
日㈭が「サーキットで元気」、いずれ
も午前１０時半からと１１時 ５ 分からの
２部制e １ ～ ４ 歳児と保護者f各部
１２組k ９ 日分は ２月 ３日㈮、１６日分
は ２月１０日㈮、いずれも午後 １時半
から電話で
■リトミック
ac１３日㈪午前１０時半～１１時が首が
据わったお子さん～ハイハイのお子
さん、午前１１時１５分～１１時４５分が歩
き始めているお子さんf各回１２組d
千葉理恵子氏h飲み物j動きやすい
服装でk ２ 月 ６ 日㈪午前１０時から電
話または来館で
■わらべうたスマイル講座
a１５日㈬午前１０時半～１１時半c「赤
ちゃんのコミュニケーション」わら
べうたと育児の悩み相談e ０ 歳児と
保護者f ６ 組d原悠子氏k ２ 月 ６ 日
㈪午後 １時半から電話または来館で
■ベビーヨガ
a２４日㈮午前１０時～１０時半と１０時５０
分～１１時２０分の ２部制e首が据わっ
た ９カ月までの乳児と保護者f各部
４組d崎田千佳子氏i予防接種を受
けて７２時間以内の
乳児はご遠慮くだ
さいhバスタオル、
飲み物j動きやす
い服装でk ２ 月１３
日㈪午前１０時から電話または来館で

中央児童館 
中央町１-1０-１1　☎042・476・2161

■中高校生世代バドミントン大会
a ２ 月 ４ 日㈯午後 ５時半からe中学
・高校生世代k当日会場で
■おはなし会
a ７ 日㈫・１４日㈫いずれも午後 ３時
５０分からc絵本の読み聞かせや素話
などe小学生j協力はおはなしくぬ
ぎ、中央図書館k当日会場で
■幼児のつどい
ac ９ 日㈭が「お店屋さんごっこ」、
１６日㈭が「英語で遊ぼうと ２ 月のお
誕生日会」、いずれも午前１０時半か
らと１１時 ５ 分からの ２部制e １ ～ ４
歳児と保護者f各部１２組k ９ 日分は
２月 ３日㈮、１６日分は ２月１０日㈮、
いずれも午後 １時半から電話で
■防災教育の日
a１２日㈰午後 ３時からc地震想定の
避難訓練を行いますk当日会場で
■親子のコミュニケーション講座
a２０日㈪午前１０時半からc音のワー
クとふれあい遊びe ０ 歳児と保護者
f ８ 組d炭田契恵子氏k ２ 月１３日㈪
午前１０時から電話または来館で

けやき児童館 
大門町２-10-５　☎042・474・6653

■つなひきの日
a ２ 月 ４ 日㈯午前１０時半からと１１時
２０分からの ２部制cつなひきとボッ
チャをやってみようe小学生f各部

２０人d市スポーツ推進委員会h室内
履き、飲み物j長袖着用でk当日会
場で
■赤ちゃん広場
a① ８日㈬②１５日㈬いずれも午前１０
時半～１１時半c①が助産師さんによ
る体重測定・育児相談、②が親子の
コミュニケーションワークe ０ 歳児
と保護者d①がひがしくるめ助産師
会、②が炭田契恵子氏h①のみバス
タオルk当日会場で
■幼児のつどい
ac① ９ 日㈭が「くぐって、運んで、
投げて雪遊び」、②１６日㈭が「 ２月生
まれのお誕生会と手作りバッグでお
かいもの」、いずれも午前１０時半か
らと１１時１０分からの ２部制e １ ～ ４
歳児と保護者f各部１５組k①が ２月
３日㈮、②が ２月１０日㈮、いずれも
午後 １時半から電話で
■おはなしの日
a１４日㈫午前１１時～１１時２５分c絵本
の読み聞かせや手遊びなどe乳幼児
と保護者dみくりおはなしの会k当
日会場で
■ベビーマッサージ
a２２日㈬午前１０時半～１１時半e ０ 歳
児と保護者f先着１５組d渡辺直子氏
hバスタオル、おむつ、飲み物（母
乳可）k ２ 月１５日㈬午前 ９ 時から電
話または来館で

子どもセンターひばり 
ひばりが丘団地８-11　☎042・464・9300

■幼児のつどい
a① ２月 ９日㈭②１６日㈭いずれも午
前１０時半からと１１時１０分からの ２部
制cひな祭り工作・ ２月お誕生日会
e①が １歳児、②が ２～ ４歳児f各
部１５組k①は ２月 ３日㈮、②は ２月
１０日㈮、いずれも午後 １時半から電
話で
■お口のケア
a１０日㈮午前１０時半～１１時半c歯科
衛生士による赤ちゃんのお口のケア
e歯が生え始めた ０歳～ １歳 ２カ月
くらいまでの乳児と保護者f ８ 組h
タオルk ２ 月 ３ 日㈮午前１０時から電
話または来館で
■離乳食講座
a１４日㈫午前１０時～１１時c離乳食初
期向けの講座e ４ カ月～１２カ月の乳
児と保護者f ８ 組dひばり保育園の
栄養士k ２ 月 ７ 日㈫午前１０時から電
話または来館で
■ぴよぴよママの会
a１５日㈬午前１０時～１１時半c体重測
定、育児相談e ０ 歳児と保護者f１２
組d助産師hバスタオル、母子健康
手帳k ２ 月 ８ 日㈬午前１０時から電話
または来館で
■おはなしの日
a１５日㈬午後 ３時４５分からc絵本の
読み聞かせや素話e小学生d水曜お
はなし会k当日会場で

市民つなひき大会参加 
メンバー募集

a ２ 月２６日㈰午前 ９時～午後 0時半
bスポーツセ
ンター（集合
・解散は各児
童館となりま
す）c市内 ４

児童館で合同チームを作り、市民つ
なひき大会に参加します。大会終了
後は、各館でお疲れ様会を行います
e小学生f40人h飲み物、室内履き、
長袖長ズボンj参加者は準備会を各
館で行います。また、集合・解散の
時刻は各館で異なりますk ２ 月 ２ 日
㈭午後 ３時～１５日㈬午後 ５時に、申
込用紙に保護者が記入の上、直接各
館へ

子 育 て
子ども家庭支援センター（滝山） 
わくわく健康プラザ２階　☎042・471・0910

■本村小なかよし広場
a ２ 月 ３ 日㈮午前１０時～１１時半b本
村小学校 １階相談室cお子さんと遊
びながら育児の情報交換e乳幼児と
保護者k当日会場で
■わくわくおはなし広場
a ２ 月２７日㈪午前１１時～１１時半b同
センター地域活動室c乳幼児向けの
絵本の読み聞かせ、ペープサート、
手遊びや親子の触れ合い遊びe ０ 歳
～未就学児と保護者k ２ 月１３日㈪午
前１０時から電話または同センターへ

地域子ども家庭支援センター上の原 
上の原１-２-44　☎042・420・9011

■六小・小山小なかよし広場
ab ２ 月 ７ 日㈫が第六小学校プレイ
ルーム、 ９日㈭が小山小学校視聴覚
室、いずれも午前１０時～１１時半cお
子さんと遊びながら育児の情報交換
e乳幼児と保護者hスリッパi徒歩
か自転車で来場をk当日会場で
■ちびっ子育児～おしゃべり広場～
a ２ 月１５日㈬午前１０時～１１時半b同
センター上の原地域活動室c １ ～ ２
歳児の遊び・生活・しつけなど子育
ての悩みをテーマに話し合います
e １ ～ ２ 歳児の保護者f ８ 人jお子
さんの保育あり（要予約）k ２ 月 ８ 日
㈬午前１０時から電話または同センタ
ーで
■おはなし広場
a ２ 月２０日㈪午前１１時～１１時半b同
センター上の原乳児室cボランティ
アによる読み聞かせや手遊びなどe
１ 歳以上の乳幼児と保護者f１０組k

２ 月１３日㈪午前１０時から電話または
同センターで
■第 ２回子育て講座
　親子でリラックス＆リフレッシュ。
みんなでリズム遊びを楽しみましょ
う。
a ３ 月 ２ 日㈭午前１０時～１０時４０分と
午前１１時～１１時４０分の ２部制b東部
地域センター講習室c親子でリトミ
ック遊びe市内在住の １～ ３歳児と
保護者f各部１０
組d上田朋子氏
（音楽療法士）h
飲み物、着替え、
おむつなどi徒
歩か自転車で来
場をk ２ 月 ２ 日㈭午前１０時から電話
または同センターで

児童の居場所づくり事業

　市では、公共施設などを活用して
地域の子ども達に健全な遊びを提供
する「児童の居場所づくり事業」を実
施しています。
■野火止地区センター（屋内）
a ２ 月 ６ 日㈪午後 １時半～ ４時半b
第一・第二会議室c親子の遊び場～
スイーツカード作り～e乳幼児～小
学生
■小山台遺跡公園（屋外）
a ２ 月１８日㈯午前１０時～正午cキャ
ンプごっこe乳幼児～小学生
■本村小学校（屋内）
a ２ 月２１日㈫午後 ４時～ ５時半c体
育館c楽しい運動遊び～なわとび遊
び～e小学生
《共通事項》
hマスク、タオル、飲み物、屋内は
上履き、屋外は帽子i徒歩か自転車
で来場を。食べ物は原則持ち込み禁
止。乳幼児は保護者同伴。動きやす
い服装で参加を。内容を変更する場
合ありjプログラムの他にも、年齢
に合わせた簡単にできる工作や遊び
を用意していますk当日会場でl児
童青少年課児童青少年係☎０４２・４７０
・７７３５

a▼ ３月 ４日㈯＝①午前１１時～正午②午後 １時半～ ２時半③ ３時１５分～
４時１５分▼ ３月 ５日㈰＝①午前１１時～正午②午後 １時半～ ２時半b多摩
六都科学館c科学学習室に国内・国外のさまざまな昆虫の標本箱を展示。
昆虫の先生による詳しい解説も聞けますeどなたでも（圏域〈小平市、東
村山市、清瀬市、東久留米市、西東京市〉の市民の方は優先して参加で
きます）。小学 ３ 年生以下は保護者と参加してくださいf各回４０人d須
田研司氏（むさしの自然史研究会）他g入館券５２０円（ ４歳〜高校生２１０円）
i参加者以外の入室不可j ３ 月 ５ 日㈰午後
３時半～ ４時はオンラインで開催します。
詳細は同館nをご覧くださいk ２ 月２０日㈪
までに（必着）、当館nまたははがきで申し
込みを。はがきの場合はイベント名・開催
日・希望時間・参加希望者全員の氏名（フ
リガナ）・年齢（学年）・郵便番号・住所・
電話番号を記入の上、〒１８８−００１４、西東
京市芝久保町 ５−１０−６４、多摩六都科学館
宛て郵送を（応募多数の場合は抽選し、当
選者にのみ参加券を送付）l同館☎０４２・
４６９・６１００

たまろくと市民感謝デー「ミニ昆虫展」たまろくと市民感謝デー「ミニ昆虫展」

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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広告欄　内容については広告主にお問い合わせください
休日・準夜間診療 保険証をご持参ください

（保険証がないと自費診療になります）

休日診療（日曜日と祝日の午前 ９時〜正午および午後 １時〜 ４時半）
内科・ 小児科
※薬の処方は最低限の日数です。受診時は必ず事前に電話でご連絡ください。
２ 月 ５ 日・１１日＝休日医科診療所
　　　　（滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７３・３６６３）
２ 月１２日＝石橋クリニック（東本町 ８− ９☎０４２・４７７・５５６６）
歯科
２ 月 ５ 日・１１日・１２日＝休日歯科診療所
　　　　（滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７４・５１５２）
休日準夜間診療医療機関（診療科目・時間などは当日事前にご確認ください）
２ 月 ５ 日・１２日＝滝山病院（滝山 ４− １−１８、☎０４２・４７３・３３１１）
２ 月１１日＝前田病院（中央町 ５−１３−３４、☎０４２・４７３・２１３３）
平日準夜間小児初期救急診療
月曜・水曜・金曜日（午後 ７時半〜１０時２０分）
　＝佐々総合病院（西東京市田無町 ４−２４−１５、☎０４２・４６１・１５３５）
月曜〜金曜日（午後 ７時半〜１０時半）
　＝多摩北部医療センター（東村山市青葉町 １− ７− １、☎０４２・３９６・３８１１）

当たることはありませんか。それは
ロコモ（ロコモティブシンドローム
＝立つ、歩くといった移動機能が低
下している状態）のサインです。運
動や食事など生活習慣の改善によっ
て、ロコモは防ぐことができます。
若いうちから予防しましょう。
a ２ 月２２日㈬午前１０時～正午b市民
プラザホール（市役所 １階）cテーマ
＝運動不足感じていませんか？！若
い方のロコモが増えていますe市民

の方g先着５０人程度d子田純夫氏
（東久留米市医師会副会長）j手話通
訳希望の方は事前にご連絡ください
k ２ 月 １ 日㈬から電話または市nで
l健康課保健サービス係☎０４２・４７７
・００２２

食事・健康相談（保育付き）

　働く世代の生活習慣病予防や、健
康について見直したい方の食事・健
康相談を実施しています。ご本人の
ほか、家族からの相談も受けます。
a ２ 月１４日㈫午前 ９ 時～１１時４５分
（予約制。 １人３０分程度）bわくわく
健康プラザ １階c生活習慣病予防や
健康づくりについての個別相談、体
組成（体脂肪率や筋肉率など）の測定
h健康診断の結果表、食事記録など
j生後 ５カ月～未就学児の保育あり。
子育て中の方も
気軽にご利用い
ただけますk電
話で健康課保健
サービス係へl
同係☎０４２・４７７
・００２２

はじめてのはみがき 
“歯っぴーベイビー”

a ２ 月１４日㈫① １ 歳児クラス＝午前
１０時～１１時② ０ 歳児クラス＝午後 １
時～ ２時半bわくわく健康プラザ講
堂c歯の手入れ方法、むし歯予防、
親子遊びなどe①満 １歳～ １歳 ４カ
月児と保護者②満 ７カ月～１１カ月児
と保護者f各回
先着１５組。初め
ての方を優先h
母子健康手帳・
歯ブラシk ２ 月
１ 日㈬から電話
で健康課保健サ

ービス係へl同係☎０４２・４７７・００２２

BCG予防接種

a ２ 月１５日㈬午後 １時半～ ３時受け
付けbわくわく健康プラザe ４ 年 ９
月生まれの乳児（生後 ６カ月以上 １
歳になる誕生日の前日までの未接種
の乳児も可）h母子健康手帳、予診
票j日程の都合がつかない方は、次
回 ３月１５日㈬でも接種可k当日会場
でl健康課予防係☎０４２・４７７・００３０

ぱくぱく幼児食

　 ２～ ３歳児の幼児食についてお伝
えします。
a ２ 月１５日㈬午後 １時１５分～ ２時４５
分bわくわく健康プラザc幼児食の
メニューの実演や食事についてのご
案内、食材に触れる体験、読み聞か
せや親子遊びなどe ２ 歳～ ３歳児と
保護者f ８ 組h母子健康手帳、飲み
物、筆記用具k ２ 月 １ 日㈬から電話
で健康課保健サービス係へl同係☎
０４２・４７７・００２２

らくらく離乳食

　離乳開始から １歳ぐらいまでの離
乳の進め方をお伝えします。
a ２ 月２２日㈬午後 １時～ ２時４５分b
わくわく健康プラザc講話と実演の
見学e生後 ５カ月～ １歳未満児の保
護者f先着１０人h申し込み時にお知
らせしますj対象児の保育ありk ２
月 １ 日㈬から電話で健康課保健サー
ビス係へl同係☎０４２・４７７・００２２

ロコモティブシンドローム 
予防講演会

　「片足で靴下をはくとき『おっとっ
と』となってしまう」「家の中でつま
ずいたりすべったりする」など思い

け ん こ うけ ん こ う

　積極的勧奨の差し控えにより、HPVワクチンの定期接種の対象年齢
に接種を受ける機会を逃してしまった方で、 ４ 年 ３ 月３１日までにHPV
ワクチンの任意接種を自己負担で受けた方に、接種費用の一部または全
額の償還払いを実施します。
対象者次のすべてを満たす方
① ４年 ４月 １日時点で東久留米市に住民登録がある方
②平成 ９年 ４月 ２日～１７年 ４ 月 １ 日生まれの女性
③�１６歳となる日の属する年度の末日（高校 １年生相当の ３月３１日）までに
HPVワクチンの定期予防接種において ３回の接種を完了していない方
④�１７歳となる日の属する年度の初日（高校 ２年生相当の ４月 １日）から ４
年 ３ 月３１日までにHPVワクチン（ ２価サーバリックスもしくは ４価ガ
ーダシル）を受け、費用を自己負担した方（ ９価シルガードは対象外）

申請受付期限 ７ 年 ３ 月３１日まで
助成額「市が定める上限額」と「実際に支払った接種費用」のいずれか少な
い方の金額
申請方法申請書、費用の支払いを証明できる書類（領収書など）の原本、
接種記録が確認できる書類の写し（母子健康手帳の写しなど）、振込先口
座のわかるものを持参の上、直接健康課予防係に提出を。
　郵送の場合、費用の支払いを証明できる書類（領収書
など）の原本、接種記録が確認できる書類の写し（母子健
康手帳の写しなど）を添付し、申請書を記入の上、〒２０３
−００３３、滝山 ４− ３−１４、健康課予防係宛て郵送を。
　※申請書は同係窓口または市nから取得できます。

市n

ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症
ワクチンを自費で接種した方へ

l�健康課予防係☎０４２・４７７・００３０

市n

人口と世帯〈令和５年１月１日現在〉人口116,839人（うち外国人2,382人）／前月比93減　男56,707人／前月比39減　女60,132人／前月比54減　世帯数56,093／前月比39減
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール
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けんこうとイベント・講座は9面まで続きます

◎ご意見箱設置場所
　市役所１階屋内ひろば、上の原・ひばりが丘
・滝山の各連絡所
◎エコーテレホン・エコーファクス
　☎・FAX042・472・1131（夜間・休日のみ）
◎ホームページ（https://www.city.higashik 
urume.lg.jp）のご意見箱（「東久留米市につい
て」「広報・広聴」「声をお聞かせください」から）

➡市政へのご要望・ご意見はこちらへ

東久留米市プロモーション動画

市公式ツイッター 市公式フェイスブック

行政情報アプリ　マチイロ市公式動画チャンネル

けんこう


